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里

母

親

と

貯
コ
も
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
梓
び
と
共
に
、
苦
労
や
心
配
を
い

E

く
つ
も
背
負
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
受
験
生
を
持
。
母
籾
の
気
苦
労
は

E

最
た
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
予
か
。
直
接
は
母
親
自
身
の
手
で
し
て
や
れ

E

る
こ
と
は
少
な
い
。
年
齢
的
に
も
多
感
で
似
つ
き
易
い
。
そ
し
て
わ
が
子

E

の
将
来
を
大
き
く
左
右
す
る
並
大
な
側
門
で
あ
る
。
受
験

l
l地
獄
と

さ
え
い
わ
れ
る
乙
の
制
度
、
乙
字
以
か
ら
や
り
方
が
大
き
く
変
っ
た
。
そ
=

れ
は
「
共
通
一
次
試
験
」
の
採
用
で
あ
る
。
世
の
母
親
た
る
も
の
、
無
関

盲

心
で
あ
ろ
う
は
ず
は
な
い
が
、
果
し
て
ど
の
程
度
そ
の
実
際
を
知
っ
て
い

=

る
か
、
分
hu易
い
説
明
の
ほ
し
い
母
親
た
ち
は
少
な
く
な
い
と
思
う
。
そ
一
-

pレ
た
母
親
た
ち
の
た
め
に
ー
ー

-

「
初
雪
全
国
花
万
人
が
受
同
一

東
京
な
ど
南
関
東
地
方
で
は
、

今
冬

初
め
て
の
雪
が
降
っ
た
一
月
十
三
日
と

十
四
日
に
、
共
通
一
次
試
験
が
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
試
験
を
受
け
た

の
は
、
約
三
十
二
万
人
の
受
験
生
。

そ

の
人
た
ち
が
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は

沖
網
卓
也
で
、
同
じ
時
間
に
同
じ
猷
験
問

短
と
取

p
組
む
と
い
う
、
わ
が
国
で
は

初
め
て
の
マ
ン
モ
ス
統
一

試
験
だ
っ

た
。
日
本
に
は
、
八
十
七
の
国
立
大
学

と
、
一
ニ
十
三
の
公
立
(
都
立
、
府
立
、

県
立
、
市
立
)
大
学
が
あ
る
が
、
共
通

一
次
試
験
は
、
こ
の
国
公
立
一
百
二
十

大
学
を
目
指
す
受
験
生
た
ち
の
第
一
関

円
で
あ
る
。

ζ
の
あ
と
三
月
四
日
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
国
公
立
大
学
な
ど
の
第
二

次
試
験
が
行
の
れ
、
=
一
月
二
十
日
ま
で

に
合
格
者
が
発
表
さ
れ
る
。
共
通
一
次

ーーー--島

、
・ー---'・

一
期
校
の
差
解
消

試
験
の
突
施
で
、
国
公
立
大
学
の
入
学

試
験
は
大
き
く
変
わ
っ
た
が
、
そ
れ
は

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
ラ
か
。
こ
れ
ま

で
の
よ
う
な
n
受
験
地
獄
H

は
な
く
な

る
の
だ
ろ
う
か
。
乙
と
し
の
第
一
回
共

通
一
次
試
験
の
実
施
結
果
を
綴
り
返
D

な
が
ら
、
共
通
一
次
獄
験
と
は
伺
か
を

関
べ
て
み
た
。

ば
福
島
大
、
群
馬
大
、
横
浜
国
立
大
な

ど
で
あ
る
。
口
岨
初
か
ら
二
期
校
を
第
一

志
望
に
し
て
い
た
受
験
中
志
少
な
く
な

か
っ
た
が
、
二
期
校
の
試
験
は
一
期
校

の
あ
と
で
行
わ
れ
る
た
め
、
二
期
校
に

は
一
期
校
落
第
組
が
鍛
ま
M
U
、
一
期
校

よ
り
は
格
が
下
、
と
一
般
的
に
は
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

国
立
大
の
試
験
を
一
期
、
二
期
と
分

か
け
持
ち
受
験
で
き
な
い

全
国
婦
人
新
聞
回
覧
表

け
た
の
は
、
授
業
斜
の
安
い
国
立
大

へ
の
受
験
生
の
チ
ャ
ン
ス
を
、
一
回
だ

け
で
な
く
二
周
に
し
た
い
た
め
だ
っ

た
。
こ
れ
は
↑
八
変
に
滋
山
悼
の
あ
る
ζ
と

だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦
後
三
十
年
間

も
一
、
二
期
校
別
々
の
試
験
が
行
わ
れ

る
と
、
一
、
二
期
校
格
釜
と
い
う
弊
笛

ば
か

p
が
目
立
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
が
、
大
学
入
試
の
競
争
歩
激
化

さ
せ
て
い
る
隙
因
の
一
つ
、
と
大
学
や

高
校
で
は
胤
う
よ
う
に
な
っ
た
。
「
そ

れ
で
は

一
、
二
期
校
の
試
験
を
一
本
化

し
て
し
ま
え
ば
い
い
、
そ
う
す
れ
ば
、

一
、
二
期
校
格
差
は
な
く
な
白
、
大
学

@
フ
ン
ク
も
従
来
と
は
川
崎
h
d
B
の
に
な

る
だ
る
フ
」
と
し
て
、
生
ま
れ
た
の
が

共
通
一
次
試
験
で
あ
る
。
す
べ
て
の
国

立
大
学
が
、
同
じ
日
に
試
験
を
行
う
乙

と
に
な
h
u
、
受
験
車
ほ
一
つ
の
国
立
大

学
し
か
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

一方
、
公
立
大
学
は
こ
れ
ま
で
闘
立

と
は
関
係
な
く
、
独
自
の
日
程
で
試
験

を
実
施
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
交
験
生

は
、
国
立
大
学
と
公
立
火
学
の
か
け
も

ち
受
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
公
立

大
学
は
、
一
斉
の
鉱
験
で
は
な
か
っ
た

の
で
、
東
京
の
公
立
大
を
受
け
て
か
ら

鋤車

ー援
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(2
月
9
日
1
市
臼
)
各
国
立
大
学
一
な
ら
な
い
。
一
一
次
試
験
に
、
三
月
四
日

へ
の
出
願
受
付
け
H
各
公
立
大
学
も
一
か
ら
、
4
t
凶
立
↑
八
学
と
、
ほ
と
ん
ど
の

ほ

ぼ

向

じ

時

期

一

公
立
大
学
が
一
斉
に
実
施
す
る
。
一
部

(
2岡
崎
四
日
卓
宅
〕
一
部
の
凶
立
太
一
の
公
立
大
学
は
一一一
月
五
回
以
降
に
二
次

学
で
突
胞
す
る
二
段
断
選
抜
と
機
関
一
試
験
を
行
う
の
で
、
こ
の
↑
八
学
に
は、

入
学
(
共
通
第
l
次
学
力
ぷ
験
を
ぷ
一
か
け
も
ち
受
験
が
で
き
る
。

す
場
合
)
の
結
以
発
点
・

一
国
公
立
大
学
の
入
試
故
厳
で
、
乙
と

(3
月
4
日
か
ら
)
各
国
立
大
学
と
一
し
の
H

い入学人一一同
地
凶
μ

は
犬
き
く
変

大
部
分
の
公
立
大
学
が
第
2
次
獄
験
一
わ
っ
た
。
特
に
、
国
公
立
は
T

八
き
く
即
位

を

実

施

一

わ

っ
た
。
特
に
、
国
公
立
大
の
受
験
チ
ャ

(
3眉
D
日
以
降
〉
一
部
の
公
立
大
一
ン
ス
が
減
っ
た
た
め
、
私
立
大
学
へ
の

学
が
第
2
次
試
験
を
実
施
一
か
け
も
ち
組
が
大
脳
に
急
憎
し
、
私
立

(3
白
川
ω
日
ま
で
)
各
大
学
合
格
者
一

大
学
入
試
が
騰
し
く
な
っ
た
。
今
度
の

発

表

一

入

試

改

訟

が

、

ど

の

よ

・

『

J

な
彬
脳
内
を
各

(
3月
幻
日
以
降
)
一
部
の
国
立
大
一
方
面
に
与
え
る
の
か
、
予
測
は
難
し

学
が
第
2
次
野
山
棋
を
笑
純
一
ぃ
。
が
、
将
来
の
日
本
及
び
日
本
人
に

一
も
か
な
り
の
影
肺
門
が
出
て
く
る
だ
ろ

一
ぅ
。
入
試
改
革
と
い
う
の
は
、
大
変
な

高
校
教
育
の
正
一
に
警
持
っ
て
立
て
箔
も
っ
た
た
め
、
一
ば
、
か
な
D
の
点
が
取
れ
る
よ
よ
問
一
影
轡
力
車
つ
も
の
で
あ
る
。
喜
入

t

;

z

一
大
学
関
係
者
の
聞
で
は
「
何

tて
も

一題
に
限
定
す
る
乙
と
と
し
た
。
大
学
人

一
芸
援
護
さ
れ
た
わ
げ
で
は
な
い

背

仕

も

狂

5

一
一
、
二
期
校
撃
を
な
く
さ
な
け
れ
ば

一
試
の
た
め
に
、
特
別
な
試
験
勉
強
は
必

一
の
で
、

今
後
も
各
大
学
の
改
善
へ
の
努

受
験
生
の
チ
ャ
ン
ス
を
少
守
し
て

一な
き
い
」
と
い
う
気
禁
高
ま
っ
て
一
要
で
な
い
き
に
し
た
の
で
あ
る
。
主
力
を
、
注
滋
探
〈
見
守
う
て
い
か
な
け

季
、
共
通
一
次
試
験
裏
手
金
一
い
っ
た
。
ま
た
、
大
学
紛
争
に
怠
る
学
一
校
教
育
の
正
常
化
を
、
乙
の
共
通

一次

一れ
ば
な
ら
な
い
。

味
が
あ
る
の
だ
ろ
よ
。
共
通
一
次
試
一
生
が
多
い
の
は
、
大
学
入
試
制
度
に
欠
一
訟
で
ね
ら
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
一

1
1
4
1
t
'
f
l

験
の
災
施
を
決
め
た
の
は
、
国
立
大
学
一
陥
が
あ
る
か
ら
で
、
受
験
勉
強
一
本
の
一
次
に
二
次
ぷ
験
は
、
各
国
立
大
学
と
一

h
』
』
勺
肯
宵
官

時
間
・
空
間
と

盟
主
義
省
だ
が
、
そ
の
審
議
の
経

一
た
め
人
格
円
前
な
学
生
が
入
学
し
て
と
一
と
に
従
来
ど
お
り
実
施
す
る
、
と
さ
れ

二
贋
定
一

い
う

J
ル
ト
ラ

魔
術

過
を
み
る
と
、
共
通
一
次
試
験
の
同
的
一
な
い
、
と
反
省
さ
れ
た
。
一
た
が
、
共
通
一
次
試
験
と
い
う
学
斜
試

二
品
収
一

師
H

は
全
〈
思
い
が
け
な

は
、
李
入
試
競
争
を
緩
和
し
、
高
校
一

ζ
己
主
見
の
宅
、
大
学
入
試
五
の
あ
と
で
実
施
す
る
た
め
、
二
次
で

二

手

一

い
習
を
し
て
み
せ
る
。

以
下
の
教
一
宵
を
正
常
伴
レ
ょ
う
、
宇
υ
一改
革
へ
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
般
市
宗
試
み

一
は
で
き
る
だ
げ
学
糾
試
験
は
少
な
く
し
一

一

λ
、
一

奈
良
市
東
部
の
茶
畑
か
ら

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

一p
回
れ
た
結
果
、
国
立
大
入
試
は
一
本
化
一
間
緩
や
小
論
文
な
ど
で
、
ペ
ー
パ
ー
テ
一

一
'mw
一
古
附
明
記
、
日
本
市
世
記
の
嗣

共
通
一
次
が
生
ま
れ
た
一
つ
の
き
っ

一し
て
、
一
次
試
験
と
二
次
試
験
を
行
い

一
ス
ト
に
は
語
れ
な
い
受
験
生
の
資
竺

τ明
言
、
太
朗
昼
夜
侶
(
お

か
け
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
一
一
次
試
験
は
全
国
立
大
が
同
一
問
題
で

一を
み
る
、
と
い
う
釜
本
的
方
針
が
確
認

一

af--
お
の
あ
そ
ん
や
す
ま
ろ
)

国
立
一
、
二
期
校
格
差
の
解
消
だ
二
一
斉
に
行
い
、
二
次
試
験
は
各
国
立
大

一さ
れ
た
。
一
次
で
は
、
高
校
で
の
基
礎
一
の
名
を
早
出
し
た
剣
製
磁
誌
を
泡
く
警

た
。
さ
ら
に
昭
和
四
十
四
年
と
ろ
、
市民

一学
と
と
に
災
筋
ず
る
、
と
い
う
方
法
が

一学
力
を
、
二
次
で
は
受
験
生
の
人
と
な
一
出
現
さ
ぜ
た
の
で
あ
る
。
安
部
侶
と
い

大
を
は
じ
め
全
国
の
大
学
で
吹
き
荒
れ

一決
定
し
た
・
乙
の
一
次
試
験
が
、
共
通

一
り
を
み
る
、
と
い
う
乙
と
で
、

ζ
の
人
一
え
ば
教
訓
制
替
で
も
お
な
じ
み
の
古
代
史

た
喜
T

紛
争
の
胤
も
、
入
試
改
革
の
契

一
一
次
試
験
で
あ
る
。

一
試
改
革
の
意
図
に
反
対
す
る
人
は
少
な

一の
大
ス
タ
ー
で
あ
る
。
惣
似
を
絶
す
る

機
と
な
っ
た
。
特
に
迎
合
赤
軍
の
浅
間

一

そ
し
て
、
共
通
一
次
試
験
は
、
従
来

一
い
だ
ろ
う
。
国
立
火
は
も
ち
ろ
ん
、
全

一

mm酬
の
人
で
、
元
明
大
宅
の
勅
に
よ
っ

山
在
事
件
で
は
、
二
期
校
で
あ
る
横
浜

一ま
で
の
国
立
大
入
試
に
み
ら
れ
た
よ
う

一
闘
の
高
校
も
、
乙
の
改
革
に
は
大
賞
成

一
て
稗
田
阿
礼
(
ひ
柔
~
の
あ
れ
)
が
伝

国
立
大
生
が
、
東
大
コ

y
プ
レ
ッ
ク
ス

一な
雛
問
奇
聞
を
、
い
っ
さ
い
俳
除
し
、

一
だ

っ

た

。

一

調

し

た

乙

と

を

文

字

に

し

て

古

川

P
況
を

か
ら
過
倣
な
学
生
運
動
に
走
り
、
山
な

一高
校
の
侵
業
を
マ
ジ
メ
に
受
け
て
い
れ

一

一

編

さ

ん

し

た

。
と
こ
ろ
が
そ

puた
大

‘
h
F
h
-
E
E
E
'
h
v
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R

・

h

-

'

E

E

'

-

E

B

B

-

変
な
常
用
組
を
あ
げ
た
人
な
の
に
、
伝
え

L
凡
さ
「
山
明
り
d
M司

LC
こ
i
b問
削

唱

団

迦

一

長
る
と
乙
る
が
極
め
て
少
な
い
。
安

「
ノ
、
戸
二
司
自
Huvrlν

・3n
r
r
u
t
u
'
-
J
1
H
n
H
'
H
H
H町
田

司

一

よ

-

』

4
l
，
‘
‘
司
、
ノ

E

E

F

E

E

S

B

e

a

r

-

官
椙
が
轡
い
た
と
さ
れ
る
白
霊
の
序

h

.

，

b

h

一
文
は
ニ
セ
モ
ノ
と
す
る
脱
も
あ
っ
て、

F
1
ゐ
a
h
'

・3
ミ

h

、

ノ

ミ

〆

h

・
、
，
一

和
大
A
M

む
て
A
N
し

く

な

と

一
片
付
訪
問
い
行
け

'

一

と

し

た

，

物
柾
'
を
惚
ろ
に
、
千
二
百

と
こ
ろ
が
、
乙
司
じ
た
基
本
方
針
一
は
、
何
の
た
め
の
共
通
一
次
か
、
何
の
-
が
三
分
の
こ
で
、
浪
人
が
三
分
の
一
だ
一

一

一

一

年

後

の

今

日

、

姿

を

混

わ

し

た

の

で

あ

は
、
現
実
に
は
な
か
な
か
守
ら
れ
な
か
↑
た
め
の
入
試
改
革
か
全
く
わ
か
ら
な

共通一次鼠験の実施機関である大学入鼠センターの獄験実施本部

昭
和
五
十
四
年
度
国
・
公
立
大
学

入

学

者

選

抜

実

施

日

程

一

覧

(
8月
中
旬
か
ら
)
共
通
第
一
次
学
-
(
以
年
1
月
旧
日
)
共
通
第
1
次
学
力

力
試
験
受
験
案
内
を
各
国
・
公
立
大
一
読
験
実
施
・
正
解
例
の
公
表

学
で
交
付

一
(
l月
初
日
、
幻
自
)
追
試
験
(
病

(7
月
末
日
卓
宗
」
)
各
国

・
公
立
大

一

気
に
よ
る
未
受
験
者
対
象
)
の
突
施

学
が
第
2
次
試
験
の
実
施
嬰
項
、
学
一
再
試
験
(
巾
J
g等
に
よ
る
受
験
不
可

部
・
学
斜
等
案
内
を
公
表

一

能
対
象
)
の
突
施

(
叩
月
2
日

sm日
共
通
第
一
次

一
(
2月
8
日
串
表
』
)
各
国
・
公
立
大

学
力
鼠
験
の
出
願
受
付
け
、
大
学
・一

・
学
の
排
出
郎
入
学
(
共
通
第
一
次
学
力

学
部
の
第
1
・
2
志
望
を
申
鰐

一

試
験
を
必
さ
な
い
場
合
)
の
結
柴
田
珂

(
辺
月
お
目
卓
宗
』
〉
各
国
・
公
立
大
一
茨

学
、
第
9-次
試
験
の
細
目
を
公
表
、
一

(
2月
9
日
卓
宗
』
)
共
通
第
一
次
学

出
願
曾
類
等
の
交
付
開
始
-
力
試
験
の
斜
目
別
平
絢
点
公
表

3 汀正するときは、フラステノ

クの，白 Lコムてて、、tJC、に

，両 l.，肖 l<すをF主宰'.'¥.、

で下きい

a 所定のle入問以外には何む
le入 LてIH、けません

2 le入はすへτHの県色鉛筆
を償問 Lτ下さい

5 瞬益周紙を号 L，.門.折 η

草け，:ηLむいて下さ L、

三井フリーローン
知恵と知識でお応えする

⑬目ilil~
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:7霊;
シ共
l通:
卜ー・
次
鼠
験
の i
マ:

共
通
一
次
試
験
が
こ
弁
じ
か
皇
突
施

・

戦
後
、
長
い
間
の
国
立
大
学
の
入
試
-
期
佼
よ
D
先
に
行
わ
れ
た
。
受
験
生
は

さ
れ
た
こ
と
に
よ
D
、
最
も
変
わ
っ
た

一
は
一
期
校
と
二
期
校
と
で
は
別
々
に
行
一
一
期
校
の
入
試
の
結
果
を
昆
て
か
ら
、

乙
と
は
、
昨
年
卓
宗
』
国
立
一
期
校
、
国
一
わ
れ
て
い
た
。
一
期
校
に
は
、
東
大
、
一
二
期
校
を
受
験
す
る
乙
と
が
で
き
た
。

立
二
期
枝
、
公
立
と
三
つ
に
分
か
れ
て

一北
大
、
策
北
大
、
名
古
屋
大
、
京
都
大
、

一

一
一
期
校
に
も
、
東
京
医
斜
附
斜
大
な

い
た
国
公
立
大
学
の
入
学
試
験
が
一
本

一
大
阪
大
、
広
島
大
、
九
州
大
な
ど
、
比
一
ど
の
有
名
大
学
は
あ
る
が
、
戦
後
生
ま

化
さ
れ
た
ζ
と
で
あ
る
。
一
較
的
有
名
な
大
学
が
多
〈
、
試
験
は
一
一
一
れ
の
地
方
大
学
が
多
か
っ
た
。
た
と
え

他
三
三
=
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
=
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
=
=
三
=
三
=
=
=
=
=
三
三
=
三
=
二
三
=
=
=
=
一
三
三
三
=
二
三
=
一
三
=
=
=
=
=
三
=
三
一
三
三
=
三
三
三
三
=
一
=
三
三
三
三
一
三
三
三
=
三
=
三
三
三
=
=
=
=
三
三
=
=
三
三
三
=
=
=
一
三
三
三
=
一
=
=
=
三
三
三
=
三
=
=
=
一
三
三
三
三
三
=
=
三
三
三
=
一
川

-
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
5
2
3
3
3
2
3
3
1
3
3
3
3
3
3
d

日
本
主
男
女
不
平
等
ま
あ
ま
り
に
年
休
も
三

・
四
必
間
取
れ
ま
、
自
然
そ
れ
が
縁
で
労
働
省
渉
外
線
に
勤
務
川

死

お

と

の

人

総

よ

て

。

日

b

¥

ミ

)

と

。

}

訳

婦

局

る

し

た

…

も

根
深
い
の
で
、
法
律
に
よ
っ
て
人
と
生
理
休
眠
は
な
く
な
る
。
辛
子
平

ず

る

こ

と

に

な

っ

た

。

間

川

ぽ

パ

(

一
三
布

一一
宝

仙

石

川

一

炉

開

腕

湖

畔

醐

d
d
4百
円
思
議
が
ス
イ
ッ
チ
式
に
変
え
る
等
を
突
警
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
「
祭
出
来
た
か
ら
費
の
住
川

H

，P草
川
ご

いいし
γ
ミ

一

切

に

一

夜

明

ダ

誇

移

ろ

学

院

自

労

へ

動

。

け

山

と

は

思

わ

な

い

。

立

法

化

す

る

過

程

京

語

D
Uに
、
厳
し
い
批
判
事
集
長
た
ん
で
す
よ
。
ち
ょ
う
川

川

文

J
t翠
ぷ

…
一
川
奈
川
口

弘

子

錦

凶

器

認

誤

認

…

長

し

て

ゆ

か

な

広

川

な

主

喜

ま

せ

る

。

そ

し

て

、

自

分

部

品

卸

恨

の

指

令

で

O
×
式
の
テ
ス
川

川

:
4
d
d覧
会

三

・一氏
三
浴
一
一
子
一
…
岐
川

崎

い

庭

社

幼

作

元

母

川

労

評

り

税

一

℃

女

也

カ

自

分

て

宕

目

さ

れ

て

い

て

い

た

頃

と

較

べ

る

と

、

い

ま

の

ト

が

あ

り

で

て

、

全

部

で

=

一千
関

川

川

診

品

川

3
ミ
ヴ

円
(
2
2宝…
い

る

z
i
l
-
-
i的雪
g
u
z
-
-は川

A
C
-
-
f
J一一君
主

費

生

つ

男

姉

言

、

会

向

山

け

な

い

」

績

を

す

そ

取

組

む

こ

る

!

?

な

タ

4
9
2て途
中
放
来
し
て
落
川

川

』

'
N
F
R凶

'3.ιι
・='ト

h
T

年

し

捻

人

け

の

し

社

位

町

長

奇

と

い

う

の

で

き

う

。

聞

い

た

よ

う

に

凪

っ

た

。

第

五

護

団

目

に

提

出

し

支

パ

ス

川

『、

a
E
L
d

・2・τ'圃U
J
一

」

同

一

一

旨

司

必

学
中

3
続

長

任

年

地

・

に
u
n
u
g討
JhE'=主

U
U

治

苦

因

。

を

局

歴

ω
の

一

回

申

さ

ん

が
進
め
て
き
た
乙

2
3卒業
し
、
教
師
に
な
っ
て

で

婦

人

遣

に

」

と

ニ

ガ

笑

川

2

2
・

一

二

三

重

ゐ

r

-

日

明

。

で

宮

年

を

和

以

一

女

庖

用

量

号

、

阪

の

目

を

安

定

し

た

収

入

も

欲

し

か

っ

た

が

、

ぃ

。

川

叫.一
-KR・-q
-〈
〈

〈

，

、

別

才

結

仕

少

長

昭

S

M

b

u

1
1
1
1
5
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
1
1
1
1
1
A

見
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
婦
人
蓄
な
に
よ
り
も
自
分
の
主
義
主
張
覧
露
関
は
、
女

寒

気

が

奈

川

川
昨
年
五
月
、
斐
莞
は
八
十
四
園
田
中
さ
ん
と
い
え
ば
、
戦
後
患
者
待
さ
れ
て
い
た
の
に
な
ぜ
ダ
メ

D
の
ぞ
け
な
か
っ
た
」
翠
宰
つ
に
家
た
ち
に
強
烈
な
刺
激
と
な
っ
た
。
つ
け
た
い
思
い
で
、
密
室
氏
の
り
、
ま
る
で
婦
人
運
動
の
延
長
で
あ
川

州

通

常

国
会
で
「
男
女

雇
用
平
霊
な
く
労
働
第
人
少
年
局
課
長

E
だ
っ
た
の
か
|
結
局
、
禁

察

首

ま

る

。

し

か

も

六

ヶ

月

後

、

今

度

は

労

働

省

政

治

経

済

研

究

所

の

所

員

に

な

つ

っ

た

と

い

う

。

主

主

い

ま

は

、

川

川

実
」
を
提
案
し
た
。

ζ
れ
は
就
職
に
て
脚
光
を
響
、
評
論
活
動
か
ら
政
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と
自
己
反
省
と
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
か
ら
「
労
基
法
改
訂
き
と
も
た
。
乙
の
時
、

夫

・

稔

室

長

試

験

の

ト

誕

生

通

長

け

て

き

川

川

か

ら
む
、
さ
ま
ざ
是
男
女
差
別
を
治
へ
と
、
舞
台
は
変
つ
で
も
、
常
に
も
受
け
取
れ
る
、
厳
し
い
附
R
き
を
た
ち
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
不
況
に
、

包

装
に
つ
い
て
の
意
見
が
い
、
研
究
所
の
イ
ギ
リ
ス
器
産
た
エ
リ
ー
ト
議
の
強
い
人
々
で
、

川

川

霊
ず
る
法
案
で
、
立
法
化
さ
れ
る
女
性
解
放
運
動
員
室
し
て
き
た
し
て
「
高
度
成
長
期
に
女
性
の
韓

日
日
目
日
目
日

M
M
M
M
M
M
m
m
m目
目

日

M
M
M
M
H
M
M日
目
目
日
目

一
般
労
働
者
と
の
巡
察
離
れ
て
し
川

山

口

問

日

刊

行

進

す

る

ζ

許
制

uuhr訪日
向

日

目

立

説

明

平

等

去

を

h
A
っ

さ

ゴ

ま

一

一

拍

子

年

五

豪

州

川

乙

の
法
案
を
基
売
に
提
案
し
、

っ

た

。

し

か

し

仕

事

は

パ

l
ト
や
単
純
労
働

一、

J
a
n
-
「

t

S

3

4

7

L

1

1

E

が
出
る
と
忠
品
、
生
半
可
な
内
容
川

川

自
ら
作
成
し
た
の
が
問
中
さ
ん
で
あ
だ
が
今
日
の
法
案
は
、
こ

ppuた
な

ど

、

水

邸

は

低

い

ま

ま

だ

っ

た

ん

だ

っ

た

ら

、

自

分

た

ち

の

笑

だ

け

に

川

川町
u

長
引
江
川
同
市
長
町
三
日
以
封
印
枯
れ
M
U

失
わ
れ
た
人
間
性
を

国経
5
u
u
L

川
兜
し
、
現
場
や
専
門
家
の
意
見
を
間
期
が
終
末
を
告
げ
た
後
だ
っ
た
。
に
も
解
決
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た

l
l
m
u
l
l
-
-
n
u
l
l
i
-
-
u
m
-
-
中
小
企
業
と
の
関
連
ゃ
、
差
別
明
記

川

川
〈
な
ど
、
乙
の
襲
警
三
年
勉
し
「
姉
人
解
放
運
動
は
、
緊
急
援
の
あ
の
姉
人
連
動
だ
け
で
は
、
の
波
に
も
ま
れ
な
が
ら
、
話
露
出
さ
れ
た
乙
と
で
、
に
わ
か
に
ク
ロ
主
義
よ
り
も
、
撃
的
社
主
義
に
交
の
器
に
余
念
が
な
い
。
川

州
、
で
取
D
組

ん

で

き

た

。

す

と

く
凝
り
上
が
り
、

大
差
進
展
日
本
の
家
制
度
や
性
差
別
議
は
と
し
か
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
H

状
況
H

ズ

ア

ッ

プ

さ

れ

て

き

た

。

興

差

雪

、
二
人
で
コ
ッ
ソ
リ
勉
そ
の
壁
、
行
動
力
・
政
治
家

名
古
屋
や
大
阪
の
公
立
大
を
受
験
す
る
一
国
立
大
学
が
決
め
た
共
通
一
次
試
験
に

乙
シ
志
可
能
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
一
質
成
し
て
H

相
質
的

rし
た
た
め
、
受

と
し
か
ら
は
、
す
べ
て
の
公
立
大
学
が
一
験
生
は
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
国

一公
立
大
の
か
け
も
ち
受
験
が
で
き
な
く

な
hu
、
チ
ャ
ン
ヌ
は
、
ま
す
ま
す
少
な

〈
な
っ
て
し
ま
?
た
。

つ
ま
hu
、
共
送
一
次
試
験
の
突
胞
に

よ
D
、
大
方
の
受
験
中
ぼ
、
昨
年
ま
で

は
国
公
立
大
を
=
一
校
も
受
験
で
き
た
の

に
、
乙
と
し
か
ら
は
一校
し
か
受
げ
ら

れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
例
外
と
し

て
は
、

-
部
の
悶
立
寸
が
第
二
次
募
鋭

を
し
た
り
、

-
p
n
の
公
立
大
が
、
一
一
次

試
験
日
を
大
半
の
国
公
立
大
と
ず
や
レ

て
い
る
の
で
、

若
干
の
か
け
も
ち
受
験

は
可
飽
で
あ
る
が
、
受
験
生
の
チ
ャ
ン

ス
が
大
劇
に
減
っ
た
と
と
は
笥
定
で
き

な
い
。

1
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1
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6 マーク伊l

スピリット・オブ・セントノレイス号てや

はじめて大西洋を横断した

リンドYマーグの記録は

周到な計画を実行にうっすことの

大切さを教えてくれました。

「地図の上でも
100回ま飛んだL」

三井の小口ローン

あなたも明日への言十回に
三井のローンをお役立てください。

三井のローン

そしてリンドパーグは、大西洋を越えた。

国民金融公庫や雇用促進事業団の進学ローンもお取扱い中。

・このほかにも、いろいろなローンがあります。あなたの生活設計資金として、ぜひご利用〈ださい。

・各ローンのご融資資格なふくわい、ことは三井の窓口でご相談〈ださい。



(2) 〈火曜日〉

試
案
の
骨
子
を
説
明

集
会
は
八
百
人
の
熱
気
が

会常 f、来斤 J!.n'"国さ~<JII三..便物悔可〉鱒 554号第 554号

一
だ
げ
で
な
く
、
外
国
へ
白
輸
出
者
伸
凪

一
さ
せ
る
方
向
主
J
円
え
な
げ
れ
ば
な
在

一
い
時
代
と
い
う
わ
げ
で
、
レ
ザ
ー
が
、

一
団
叫
な
確
柑
と
し
て
、
散
手
且
刊
さ

一れ、

往
け
さ
れ
て
き
で
い
る
。

一

世
制
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ナ
唖
犯
と
僻

一
宮
い
やfぷ
出
興
味
白
闘
う
パ
レ

・
ヴ
ィ
ク

一ス
ト
ロ
ム
民
。
デ
ザ
イ
ン
ひ
と
す
ヒ
の

一聞
が
陪
っ
た
デ
ザ
イ
ン
析
学
と
は

一

l
l
私
が
占
岡
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と

一
き
に
μ
J
え
る
乙
と
は
、
弼
材
を
十
升
に

一括
か
す
と
と
、
そ
し
て
軒

τ盛
な
宜
出

一
を
作
る
。
ま
た
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
同

一
の
も
由
を
生
み
出
す
己
と
で
す
l
l

一
n。ョ

zz-zmと
い
う
汁
曜
と
、
シ

一
ズ
ン
か
ら
シ
ー
ズ
ン
へ
組
組
組
り
あ

一ゐ
も
白
を
強
調
し
た
。
県
内
す
れ
ば
拙

一
白
盛
明
は
、
持
る
も
白
白
身
に
な
っ

一
て
、
そ
白
川
官
事
を
止
し
く
少
巴
え
て
デ

一
ザ
イ
ン
し
、
服
を
つ
〈
る
と
と
走
と
い

新
春
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
抽
出
会
は
午
削
一
皮
を
配
々
に
む
己
ん
で
事
加
者
を
魅
了
一
@
庄
は
加

t
に
よ
っ
て
色
々
に
生
亦
レ
ザ
ー
は
誼
幅
四
柑
鵬
ル
ヤ
レ
て
、
非
一

一

一

一

一

え
よ
う
・

中

は

「

レ

ザ

l

フ

ア

グ

シ

ョ

ン

そ

の

世

一

し

た

.

一

走

れ

る

可
能
性
白
あ
る
躍
柑
で
あ
る
か
一
常
に
E
れ
か
b
も
田
明
性
秒
朋
し
て
行

一
i
l
o
l
li
-
-
--

-

と
国
」
と
詰
問
す
る
胴
面
.
一
パ
レ
さ
ん
は
長
い
間
フ
ァ
ッ
シ
ョ

y
一ら
。
一
〈
と
出
ぅ
。
大
変
に
面
白
い
需
材
だ
と
一
「
i
l
i
l
l
l
i
-
-
-
-
J

Zは
レ
ザ
1
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
毒
世
一

2
2話、
パ
タ
ー
ン
メ

τい
う

婦

が

か

え

っ

た

。

一

号

』
と
毛
皮
に
つ
い
て
一

Z量
二

消

費

者

が

着

る

の

を

一

し
な
が
野
ョ
l
霊

Z閤
閉
会
。
一
キ
ン
グ
、
マ
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
パ
イ
ヤ

一

重
と
い

Z
重
し
白
亜
い
憲

τ語
っ

て

い

る

・

二

見

届

け

任

務

が

終

る

一

脅
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
ま
え
た
雲
一
!
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
な
ど
を
手

Z、
一
白
あ
る
コ
1
ト
重
い
ま
ベ
会
、
一
震
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
自
に
し
た
一
「
1
1
1
1

し

古
.
日
本
レ
ザ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
三
デ
ザ
イ
ン
差
益
立
、
事
喜
た
一
パ
レ

・ヴ
イ
タ
ス
ト
ロ
ム
氏
自
コ
レ
ク

一
盟
か
く
刈
り
込
ん
京
若
干
ト
や
一
世
は
-
時
期
、
パ
リ
白
パ
レ
ン
七

界
白
一
措
章
、
世
間
者
な
P
E
第
一
が
、
「
釦
穏
な
デ
ザ
イ
ン
白
仕
事
に
一
シ
ョ
ン
は
「
皮
草
地
と
同
じ
よ
う
に
一
ヨ
ム
皇
室
長
っ
か
タ
プ
ル
フ
エ
一
定
事
し
た
.

L
、
義
援
抽
刑
罰
に
ま
れ
‘
克
一
望
し
た
い
」
と

霊

感

官

、

定

一
?
な
由
L
て
曲
っ
て
い
る
」

宅

一
イ
ス
白
コ
l
ト
は
、
書
堅
守
、
一
パ
レ
民
話
同
町
中
で
ハ
レ
ン
ミ

明
に
メ
モ
を
と
る
な
ど
睡
眠
理
系

一余
〈
フ
リ
1
2
号
、
メ
ー
カ
ー
主
非
常
に
蹄
警
察
い
・
一
主
で
い
て
一
世
話
重
量
是
い
一
ガ
に
触
れ
た
@

よ
か
え
た
。
君
主
申
毛
皮
コ
レ

一
約
の
も
と
で
要
っ
て
い
る
と
い
一
ヨ

一

台
工

一

年

前

毛

は

毛

皮

に

と

っ

一

努

が

あ

る

・

て

ほ

と

ん

ど

白

ハ

イ

3
5
3

5
3シ
ョ
ー
は
パ
レ
宮
里
喜
一

特
に
い
草
か
げ
て
い
る
り
か
レ
ザ

一
て
か
わ
る
己
と
の
で
き
る
憲
史
周
一
生
産

Z
R装
語

、

ど

一
ハ
ウ
ス
で
一
日
付
の
出
白
異
常
え
を

で
あ
夕
、

3
5ョ
ン
モ
デ
ル
で
毛

一
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン
。

一
品

は

な

か

っ

ち

を

会

主

皇

一

ん

見

事

そ

撃

か

ら

あ

っ

た

言

れ

い

に

且

若

者

で

い

モ

デ

宮
高
島
三
撃
さ
ん
と
お
盟
さ
ん
も
一
皮
量
産
何
?
と
白
問
い
に

一
審
コ
l
h
毛
皮
そ
白
も
の
が
章
一
主
主
主
主
制
号
在
宅
入
一
ル
し
か
使
わ
な
か
っ
宍
ハ
レ
ン
シ
ャ

モ
デ
ル
に
な
っ
美
し
t
E
な
が

一
也
レ
ザ
ー
は
ナ
チ
ュ
フ
ル
主
主
主
し
て
い
る
・
差
第
百

t、
三

D
つ
つ
あ
る
と
い
う
固
一
ガ
は
醜
い
プ
ロ
干
シ
ョ

y
の
モ
デ
ル

白

t

i

h

一
思
P
レ
、
野
き
だ
か
ら
・

一
ム
ス
キ
ン
、
皮
話
白
姐
盟
国
制
も
山
一
一
過
性
白
流
行
で
は
な
く
、
こ
れ
か
一
を
配
っ
た
己
と
さ
え
あ
っ
た
。
と
い
う

デ
ザ
イ
ン
パ
レ
・
ヴ
ィ
ク
ス
ト
ロ

ム

一

②

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

は

語

白

血

編

一

tt白
官
、
小
羊
由
直
を
阻

3
宇

一
宮
予
定
首
し
て
い
き
を
5
圃
一
の
は
お
客
さ
ん
白
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
が

ム
ト
ン
・
某
白
コ
ー
ト
(
ウ
ル
グ
ア
イ
で
圃
世〕

・
一
を
い
く
非
常
に
ホ
ッ
ト
な
も
の
で
あ
る
一
慣
な
価
格
白
出
用
的
占
料
を
作
る
己
と
日
本
も
宜
制
高
車
丹
野
吉
は
、
園
内
一
回
出
い
い
わ
吐
で
は
な
い
か
ら
、
軒
目

ホ
ラ
ン
ダ
l
一
社
の
削
曹
聞
(
草
社
ス
エ
l
デ
ン
の
ス
ト
7

ク

ホ

ル

ム

)

・

一

と

い

う

車

問

。

が

で

き

る

よ

う

に

な

っ

ち

胆とは聞かっ ーをテーマに、スェ I!
ーデン白プリ」デザイナー、ヴィク
ストロム民を醐師に迎えて、新しい

ファッション白到J向と低遣をつ"げ
るアパレル直聾7併用阻してい〈方Iゐ!

を毘Dたい、あわぜて問自信教育を
ーーという白がそ白ねらい. そ白~M

出目なかから醇びよってくるファッ

ション聞向をみてみると ー
子""言呈--君主予竜言

し、し、

ろろ

生
か
せ
る
レ
ザ

i

(第三1I~便物認可jl νまフアツシン…
り方をみせつつあるようだ固
去る l月12目、午前10時から午睡
4時まで、制アミコ・ファッション
ズ(代里・館岡阿晃子)主眼白間5
;回新春ファッシaY隅田会炉、日本
|蹴臨時会、日本剖空白世盟によ D、

H車庫 ・世苗白車邦生命ホールで聞か
Lれた。回年代側担者間的6W、

J、
氏

グ着
る
人
の
身
に
な
っ
て
。

会押f./'、議斤狗宵

甜色白コ ト、うさぎ葺・ジゃンバーと
パンツ白組合せ イパ=ヱス桂の世晶〈本
社スペインのサラゴサ}

ノ

釜雪国

つ
い
て
も
配
慮
す
争
必
躍
が
あ
る
と

い
う
点
に
君
阻
、
樺
外
駐
在
白
輯
と

共
に
、
興
固
な
宜
年
L
触
れ
た
柔
軟

な
4
み
叫
山
た
ち
白
日
を
通
し
て
掛
か
れ

た
作
文
を
ま
と
め
、
そ
と
か
ら
厚
び

上
る
さ
ま
ざ
ま
な
凹
岨
を
嗣
者
と
具

に
増
え
る
E
と
に
あ
っ
た
。

置
は
臨
む
者
四
心
を
う
つ
。

肌
白
色
申
ち
が
う
午
供
た
ち
の
空

世
ぷ
M
U
、
日
本
と
は
ち
が
う
日
常
性

D
E
や
か
な
と
と
ろ
ま
そ
間
み
己
ん

で
白
臨
曹
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
現
時
申

悼
勘

9
4し
て
、
「
置
や
平
和
」
秒一

生由
雪
曹
を
使
う
E
K
正
〈
訴
え
て

い
る
.
本
省
か
ら
は
型
に
い
ろ
い
ろ
な
聞

困
が
品
目
見
さ
れ
る
.
持
に
日
本
田
教

育
を
現
存
白
ゆ
と
り
白
あ
る
先
進
時

間
白
骨
曹
と
比
較
す
る
と
き
、
と
う

に
か
世
持
で
き
な
い
も
の
か
と
い
う

辛
つ
な
l
l
。

ス
ナ
ッ
プ
ヰ
w
H
が
各
所
に
冊
え
ら

れ
盛
し
〈
か
わ
い
い
本
に
な
っ
た
。

揖
世
に
州
同
同
空
け
人
れ
由
剖
状

と
問
題
点
空
揖
摘
し
て
い
る
。
巷
末

に
は

「時
外
Z
企
韓
両
に
閣
す
る
乎

冊
き
」
と
し
て
躍
航
に
あ
た
っ
て
、

栂
外
の
型
地
古
、
ま
た
帽
同
植
な
ど

白
手
掛
さ
古
怯
沙
問
一市
、
梅
外
平
女

粒
育
問
沖
団
体
白
名
や
、
開
問
4
i
z

教
育
研
究
協
力
世
、
帰
国
Z
安
世
両

字
組
、
空
入
れ
慣
な
ど
の
リ
ス
ト
が

押
記
さ
れ
て
い
る
申
も
親
切
ぜ
あ

る
@

く火田園田〕

一

川

け

リ

リ

H

U

式

な

E

T

べ

て

が

小

さ

な

国

際

人

吋

が

う

各

民

距ニ
カ
A
害
L
盟
削
し

朝
日
イ
ブ
ニ
ン
グ
=
3
1
ス
社
主
縞
一
あ
い
、
平
和
な
聞

社
国
語
入
日
本
買
現
金

!
i
M
I
H
I
l
H
I
I
H
-
-
舶
を
保
持
し
て
い

「
外
岡
駐
在
日
必
揖
/
u
n
栴
外
く
己
と
は
容
掛
な
と
と
で
は
な
い
.

3
す
H
白
再
び
主
謀
し
み
」
と
い
う
求
書
自
生
ま
れ
た
背
景
は
、
む
づ

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
白
つ
い
た
こ
の
本
は

壮
間
接
人
・
白
木
回
目
的
会
司
副
社
書

画
告
が
n
栴
外
生
活
を
経
一
軸
し
た
u

少
年
少
女
が
且
町
象
に
抑
唱
し
た
作
宜

『己
申
小
吉
な
凪
時
人
目
白
雨
い
』

と
閣
ず
る
四
十
五
回
白
人
週
作
を
メ

イ
ン
に
、
梅
外
子
女
教
背
岡
田
に
明

る
い
各
民
に
よ
る
直
盟
会
「
小
声
在

国
時
人
を
と
フ
舟
む
か
」
ま
た
母
親

白
円
以
掛
か
b
白
描
験
直
「
梅
外
つ
子

の
想
か
ら
み
れ
ば
7

e

e

」
な
P
E
あ

わ
せ
て
収
観
し
た
も
白
で
あ
る
.

国
臨
化
時
代
.
あ
ら
ゆ
る
面
で
閣

時
吏
枕
が
岨
ん
だ
が
、

曾
脂
・
風
情

・
宜
記
な
ど
中
富南
町
伯
か
ら
思
考
樺

パ
レ
・
ヴ
ィ
ク
ス
ト
ロ
ム
氏
の
横
顔

昭和54草ユ月30目

どもの目柔軟なこ

異質な文化の中で

ス
エ
1
ヂ
ン
伯
生
れ
。

一

一
九
五
七
年
N
K
(
ノ
ル
デ
ィ
ス

十
五
オ
の
時
、
指
し
ゃ
れ
が
ト八肝
き
一
カ
コ
マ
ニ
エ
ッ
ト
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ピ
ア

だ
つ
や
句
パ
レ
民
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
志
一
甲
高
組
デ
パ
ー
ト
)
酌
軒
。
宜
斜
デ
ザ

す
。
一
一
間
紳
±
駒
田
仕
立
U
Fぜ
四
年
間
一
イ
ナ
I
白
晶
一
訴
を
聞
み
出
す
.

惇
車
。
テ
l
-
一
プ
I
開
一
組
の
憤
定
』
馳
一
工
4
b
九
年
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ァ
ッ

宅
ハ
ス
し
、
姐
メ
ダ
ル
眠
時
.
一
シ
ョ
ン
凶
作
で
は
キ
ン
グ
と
い
わ
れ
品
fy
パ

一
九
五
五
年
師
人
物
白
フ
ァ
ッ
シ
一
レ
ン
シ
ォ
ガ
に
削
申
。
ク
ン
ガ
ロ
・
ク

ョ
ン
業
同
入
D
。

U

レ

l

ジ

ュ

b

と

空

斑

を

も

っ

。

J 

小一世

a
a陽
A

(3) 

が
レ
い
凪
臨
問
時
四
中
で
、
用
慣
と
A
Y
年
少
女
た
ち
白
作
文
は
、
ど
れ

〈
円
九
回
目
前
田
仰
剖
を
は
か
る
た
め
に
を
と
っ
て
も
そ
の
一
つ
↓
っ
か
1

買

は
、
単
な
る
昭
引
上
司
ト
ラ
ブ
ル
や
固
で
白
田
碓
を
克
服
し
開
民
鹿
と
白

買
屈
の
不
同
商
ほ
か
D
で
な
く
、
そ
か
か
ね
P
会
い
を
品
芋
し
て
い
る
.

白
匝
に
あ
る
女
化
の
開
醐
や
薗
買
に
明
る
い
力
岨
さ
に
み
ち
た
酷
玉
申
主

(
朝
日
薪
聞
社

・
土
門
門
肖
)

-へ'''''舎にお入りくだ8いニの'"極のあるカネボウテエー〆広有名古賀庖でお買いもとの〈ださい由

間

¥11 

量印刷刷山Life

判AYYOt1]'JG 

身 M
..陣.，‘M

曹
盟
に
合
わ
せ
尤
モ
デ
ル
を
出
っ
た
四
一
で
歩
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
一
る
い
と
ま
も
与
え
ず
で
す
.
そ
白
植
民

主
と
。
一
そ
白
大
期
間
目
指
に
朝
て
い
存
守
一
は
柑
棋
の
約
半
世
が
解
約
、
返
品
は
山

己
白
よ
う
に
間
百
朽
の
立
制
に
た
っ
一
の
を
見
回
け
る
と
己
ゐ
壱
、
払
白
仕
出
一
書
E
た
が
、
な
か
に
は
見
合
帽
の
教

て
と
い
う
笹
明
は
勺
P川市山
こ
と
だ
が
一
が
よ
う
や
く
掛
る
」
と
晶
っ
た
。

一
H
T
什
刷
出
山
崎
白
よ
う
に

一
O
方
向

-
般
的
に
は
出
行
さ
れ
て
い
な
い
E
と
一
柄
此
点
目
立
勘
に
た
っ
た
デ
ザ
イ
ナ
一
以
上
白
砧
約
金
や
解
約
旧
制
を
払
わ
さ

が

多

い

。

一

や

メ

ー

カ

ー

が

一

人

で

も

多

く

ふ

え

Q

一
れ
た
ケ
1
ス
も
あ
り
ま
す
.

パ
レ
氏
円
引
も
同
じ
よ
う
に
副
汁
白
一
己
と
、
そ
し

τそ
れ
を
し
っ
か
P
と
ら
一
本
当
に
必
叫
な
も
の
か
ど
内
J
か
を
市

仕
酬
に
つ
い
て
「
ま
ず
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
一
ぇ
、
選
択
で
き
ゐ
円
党
あ
る
刑
此
打
が
一
時
L
U
F
，
ぇ
、
そ
の
掛
で
皆
崩
な
妥
協
を

白
た
め
白
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
己
と
か
ら

一ふ
え
る
と
と
、
求
た
回
れ
て
い
る
問
問
一
し
な
い
己
と
で
す
.

パ
タ
ー
ン
・
メ
l
キ

y
F串
令
』
口
を
過

一
的
な
部
分
が
多
い
と
い
わ
れ
る
来
岬
が
一
型
的
ず
る
削
に
業
者
の
は
周
阻
、
商

し
醒
肘
也
選
制
を
し
、
品
世
軒
聞
を
竹

一
同
党
め
て
勉
強
し
新
し
い
曹
毒
忌
D
一
品
白
品
質
、

即
売
方
法
な
P
矛
モ
ン
タ

い
加
担
保
岨
ま
壱
と
い
ろ
い
ろ
な
品
川
4
一
入
れ
て
い
〈
ζ
と
が
式
凶
.
さ
$
苫
ま
一
l
に
問
合
せ
る
こ
と
舌
誼
叫
が
兼
用
に

に
た
ず
完
主
け
れ
ば
な
患
い
。
一
な
臨
刊
や
動
き
白
中
古
日
本
町

7
7
一
防
い
だ
製
軒
並
町
場
合
史
産
白
=
一

私
自
白
巾
は
弘
白
デ
ザ
イ
ド
レ
た
占
一
ッ
シ
ョ

y
生
体
刑
止
し
い
方
向
に
伸
び一

竹
田
-
も
あ
る
白
で
す
.

般
が
作
ら
れ
て
、
お
山
で
控
ら
れ
て
、

一て
い
ぐ
由
で
は
な
い
か
。
極
端
な
n舶
来
一
合
己
れ
だ
け
は
瞳
め
て

そ
れ
を
君
た
E
師
人
が
申
せ
そ
弓
志
朗
-
出
拝
ω
も
感
を
ひ
手
あ
る
と
と
だ
ろ
う
一
訪
問
胤
売
に
対
し
て
は
白
身
叶
証
明
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1
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1
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11
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11
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一
曹
白
剖
吊
を
京
均
堅
手
主
-フ
と
す

弔
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
け
川
町
リ
川
川
川
H
H
H
H
H
H
H
川
H
』
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一
あ
商
品
、
章
者
名
を
ハ
ッ
キ
リ
碑
由
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二
「ト
4
昨
ヰ
ト
uh

こ
H庁
戸

川

、

=

一

定

言

語

主

に

し
た
組
事

=

l

i

ー

=

一な
ど
を
必
ず
支
配
り
、
章
者
田
町
崩
、

=

杉

並

区

消

費

者

セ

ン

タ

l

三

宅

世

間

毒

菌

〈
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い
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と
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一事
引
な
や
り
U
で
購
入
さ
ぜ
ら
れ
た

一

苦

情

絶

え

な

い

訪

問

販

売

一二
容
で
も
そ
白
宅
金
閉
ま
っ
て
し

仔
H
川
川
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
l
i

一L
雰
口
な
い
と
と
.
曹
慣
が
あ
れ
ば
ク
l

前
同
地
売
、
通
帽
版
売
、
マ
ル
チ
問
-
っ
て
み
事
T
U
ょ
う
.
一

μ
ン
グ
オ
フ
間
直
〈
世
に
述
べ
る
)
も

法
な
ど
白
骨
詰
明
度
、
昭
和
白
年
収
一
台
巧
み
な
口
車
・
置
引
な
開
り
方
一
適
用
で
き
ま
す
.

月
に
「
剖
岡
田
売
時
に
闘
す
る
怯
出
]
一
相
並
民
情
町
者
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
一
合
こ
れ
は
問
、
り
か
に
イ
ン
チ
キ

に
よ
っ
て
組
制
さ
れ
芋
レ
骨
折
、
車
時
一
た
相
世
竺
一
八
ベ
モ
の
い
ず
れ
に

一

官
公
庁
白
名
を
か
た
っ
て
、
消
火
時

に
は
位
需
主
レ
て
昔
情
や
ト
ラ
ブ
ル
は

一も
北
詰
四
手
口
で
す
.
問
問
者
に
炉
正
一
ガ
ス
も
れ
垣
間
報
器
、
理
佳
品
な
ど
を
弗

絶

え

な

い

状

閣

で

す

.
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一
ど
人
。
一
必
き

来
日
肌
M
軒
並
比
四
間
揖
者
セ
ン
タ
ー
は

一
に
理
る

一
二

|

一
九
州
随
一〉
一
以
5
0

昭
和
日
年
目
月
、
日
年
目
月
白
二
年
間

一
間
古
川

一
引
は
る

に

時

せ

ら

れ

た

製

作

歓

と

抽

出

信

示

材

附

一
強
け
れ

一
喫
主
叫
一
と
だ
ら

県
や
附
極
点
を
ま
と
め
て
い
ま
す
が
、
子
、

一
も
自
J
M

一
い
と
本
み

そ
白
な
か
か
皇
占
な
る
叩
桐
を
拾

J

湧
刊

ぺ
一
な
i
も

?

勧

瓜

山

一

る

、

口

。
岨
引
一
あ
と
手

つ
万
肝
一
が
る
た

立
町山田

一
務
な
っ

一

一
目
(
均
一
品
に
い

一

一

が

い

つ

一

の

段

と

一

一
完
な
い
一
れ
の
る

一

題
一一

阪
え
妹
一
品
約
け

一

白
ワ
弓
↑
、
解
つ

一

材

を

供

一
り
て
り

一

教

会

持

た

つ

完

一

話
機
吟
一
か
克
を

一

会
の
ケ
一
を
本
本

一

英
断
れ
一
名
2

1

一

の
判
ノ
日
一
の
は
質

一

E

R

E

4

一
署
近
実

一

閃

対

前

州

一
防
故
、

一

M
J
附

刊
h
叫

一

年
り
J
n
川
け
に

一

成
や
「
』
役
つ
り

一

未

で
し
一
区
り
と

日

間

お

白
捗
〈
業
者
.
白
公
庁
の
珊
同
は
絶
対

そ
の
よ
討
J
な
こ
と
ほ
し
ま
せ
ん
の
で
臣

a.
ま
た
、
ク
ロ
レ
ラ
、
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ

リ
、
再
麗
人
者
、
プ
ル
!
ン
な
ど
は
白

朗
間
間
食
品
で
事
で
は
あ
D
ま
ぜ
ん
。

曹
剖
を
う
た
っ
て
の
地
売
は
曜
市
出
迎

M
で
す
。
台
む
ず
か
し
い
解
約
市
書
品

問
題
人
書
一
年
分
を
即
金
で
口
っ
て

六
O
万
円
も
閉
し
た
と
い
う
例
も
あ
り

ま
す
.
胆
臨
血
品
や
化
駐
品
に
多
い
の

で
す
が
、
世
間
方
法
申
間
出
と
い
っ
て

そ
の
掛
で
商
品
を
僻
封
さ
せ
、

高
い
匝

用料品や刑制斜地£
開
草
さ
れ
る
己
》
E
あ

り
ま
す
。
そ
の
時
古

ι口
わ
な
け
れ
軍
手
に
人
ら

な
い
と
い
う
商
品
は
め
っ
た
に
あ
D
ま

せ
ん
.
一
躍
求
め
た
も
り
を
返
品
す
る

E
井
伊
い
か
に
む
づ
か

L
い
か
を
ーいに

円
M
7
4
己
ん
で
代
〈
己
と
で
す
。

AMク
l
リ
ン
グ
オ
フ
と
は

訪
問
ぽ
売
や
相
陣
地
尭
な
P
吾
、
金
田

払
つ
て
な
い
場
合
に
出
。
、
哩
約
し
た

目
を
合
的
て
四
日
間
は
蝿
告
件
で
解
約

で
き
る
の
が
ク
l
M
Y
グ
オ
フ
制
度
.

解
約
白
申
し
出
は
、
容
聞
か
配
迫
笹

問
由
日
.
内
容
証
明
付
き
な
ら
中
分
な

い
)
で
雌
亮
難
者
L
、
商
品
に
よ
っ
て

は
己
白
制
官
白
適
用
を
空
け
な
い
も
の

も
あ
D
ま
す
の
で
、
曜
荷
に
臨
時
て
世

〈
己
と
壱
ず
。

薄いEのシャョ、ベス ト、パ〆ツの組合せ
(アンサンプM と車!こアザラシの毛置を煙
ったリパーシプルのジャンパ イパニエス
社由国品{本社・スペインのサラゴサ)

相談事例にみられる販亮商品と問題点
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一
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一
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請
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一
談
取

を
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相
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料
な

一
白
つ

損
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函
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一

引
と

て

ル

族

ス

し

プ

家

ロ

y

u
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書
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一
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~
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一
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一

、一
一川一

束
は
ダ

と
、

一
ら
陸
ロ
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一

一
ー
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は

す
リ

一
所
で
ス

封
ゼ

一
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実
ロ

開
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ロ
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1

一

材

器

健

品

醐

火

金

具

学

消

自

康

販売する商品を実際に使って、使用方法を説明し、 一部でも使用
すると、返品を申し出ても、セット売りを理由民解約に応じない
といったケースが目立つ。

市販のものより安全性が高いとか、区役所白推蹄を受けているな
どと安心させて、売りつける。

|ガス会社と似たような服装で、設置田昌務があるなどと強引に取
りつけ、代金を請求する。

I :闘相川l賦条件に対する楠や苦情カ併。また、大即日
つぼを30))円で踊人解約手数料を3万円支払った例もある。

う
白
が
明
唖
な
点
。

F

己
申
凪
某
を
た
十
吉
台
に
面
比
を
聞
で
-
企
か
史
笥
卜
公
団
l
青
山
l
代
々
よ
ま
一
暗
し
合
っ
た
。
は
己
の
柑
情
曹
を
時
吊
し
、
己
れ
を
ど
一
に
行
っ
た
一
人
、
山
田
さ
ん
は
「
同
に

己
也
岬
草
L
よ
っ
て
、

佐
官
u
h
A
は
距

一
出
し
合
っ
て
い
き
た
い
」
と
岬
え
た
。
一
で
包
ア
モ
行
進
を
竹
な
った。

一
と
く
に
封
醐
準
法
研
究
A
A
か
り
出

一一
ヌ
口
融
に
度
隈
す
る
か
憤
肘
し
て
い
る
一
が
女
性
に
と
っ
て
売
剛
な
白
か
、
骨
働

用
行
に
担
問
問
を
す
る
。
ま
た
粒
前
一
己
の
あ
と
試
案
を
め
ぐ
る
酎
受
話
一
同
日
で
は
〈
，
陸
、
岡
聞
が
主
に
つ
一
さ
む
縁
台
育
如
し
、
「
女
性
が
瞳
一
と
と
為
で
す
」
長
足
、
さ
ら
に
「
労
一
宙
が
什
っ
て
い
る
と
は
金
〈
思
え
な
い

符
白
知
ら
白
ま
ま
に
澗
京
行
な
わ
一
聞
か
れ
、
昨
午
十
一
月
「
L

町
間
続
桂
一
い
て
の
世
斜
や
刑
制
を
出
品
、
符
桝
へ
一
か
れ
て
い
る
副
状
由
封
剛
条
件
を
P
J
え
一
札
唱
し桂
削
官
き

τ一1
0年
、
あ
の
当
時
と
一
ψ
日
別
室
状
す
ら
刷
桝
で
き
な
い
で
封

れ
、
匠

Amが
で
妻
子
に
結
集
出
る
白
一
研
空
か
出
汗
し
た
持
必
に
問
点
一
働
き
か
け
る
と
比
に
ど
ん
な
と
と
が
一
れ
は
、
同
摺
還
を
蝿
和
す
る
以
前
に
一
く
b
ベ
副
定
時
以
く
な
っ
て
い
る
か
ら
一
益
法
に
予
を
人
れ
4
2
す
る
と
と
に

を
防
ぐ
た
宅
L
「
公
開
白
帯
同
手
杭
一
眠
ら
れ
た
。
己
れ
は
、
男
K
H
削
白
幡
一
ぷ
街
u
に
な
ゐ
か
白
ガ
イ
E
フ
一
J
4
ン
言
子
同
女
岨
川
迄
誌
を
制
足
し
な
け
一
早
川
雲
フ
と
い
一フ
柏
町
で
す
.
出
女
不
一
位
向
性
を
曲
〈
圃
じ
た
」
と
踊
っ
た
。

き
」
を
世
け
る
よ
う
に
し
て
あ
る
.
一
会
均
等
臨
陣
と
介
E
に
、
保
晒
南
関
白
一
づ
く
り
や
出
揖
白
削
却
に
わ
た
る
柚
酎
一
れ
ほ
、
女
は
孝
す
ま
す
聞
け
な
く
な

一
平
輔
が
あ
る
の
は
分
っ
て
い
る
が
、
わ
一
ー
ー
ー
I
l
l
i
-
-

中

島

撃

さ

ん

は

、

E

白

書

霊

友

情

を

は

か

る

事

込

書

が

含

ま

れ

一

皇

室

。

一

る

」

三

回

し

五

え

た

@

一
お
れ
は
ど
己
重
刷
し
て
作
る
か
今
一

婦

人

の

問

題

幅

広

く

と

量

産

号

事

室

別

を

な

く

一
て
お
り
、
己
担
保
理
定
を
め
ぐ
っ
て
一

マ

一

筋
書
「
己
目
報
告
書
努
君
主
て
い
ま
す
」
と
宣
解
だ
っ
た
・
一
新
宿
区
柵
人
間
懇
巌
建

ず
一
つ
り
宇
田
で
す
図
面
川
平
帯
白
寓
一
回
苔
附
帥
.
一
二
十
三
口
午
前
十
一
時
か
ら
二
時
間
一
白
出
凶
槽
闘
が
作
っ
た
も
白
で
し
て
、
一
骨
働
行
は
、
保
理
制
定
白
岨
和
と
出
一
車
京
新
由
民
は
、
宇
揖
H
蹴
省
+
五

苦
闘
く
事
働
是
い
奈
留
守
一
酎
輸
陸
自
主
耐
用
平
等
法
の
章
一
に
わ
た
っ
て
封
醐
肯
州
人
労
働
眼
目
三
一
つ
ま
り
封
働
組
白
碍
皇
室
長
一
議
軍
刑
法
問
叫

E室
長

一

生

産

る

「

新

開
M
入
閣
議
」

主
広
的
な
組
動
を
す
る
と
主
L
る
る
.
一
を
め
ざ
す
「
且
古
」
を
草
問
。
山
手
教
-
間
部
担
酬
位
と
、
同
告
白
山
車
五
名
が
四
輯
せ
ら
れ
て
い
る
自
で
す
。
こ
れ
か
ら
-
歩
と
う
て
い
る
わ
げ
で
乙
白
日
労
働
省
一
を
弛
足
さ
せ
た
.

一

リ

H

H

H

H

H

N
H

H

、
H
u
q〈

H

H

、
h

H

-h

h

h

h
r

h
川

、
h

H

L
H川

、

h
H

H
H
川

、hu刊

、

H
H

u
h
H

h

a

一

一
九
E
O
年
白
同
臨
M
人
年
を
艶
鞭

白

一

色

聞
人
に
出
ず
る
議
星
通
す
る
た
め
、
車
問
た
き
民
を
震
に
、
三
は
土
問
自
主
繁
行
わ
れ
た
。
が
詰
さ
れ
1

各
国
が
レ
干
卜
を
上
問
か
ら
四
回
人
草
川
ず
る
E
Z
一

に
わ
が
闘
で
も
「
旧
内
行
動
計
曹
を

o

一
同
士
父
由
民
間
有
問
者
で
欄
属
さ
れ
て
い
る
、

「
開
入
国
自
重
喜
志
一
般
的
な
特
曲
第
世
出
し
、
ィ
ン
よ
中
心
同
な
っ
て
一
世
が
岨
上
げ
b
れ
た
。

一
間
定
J
E
に
昨
年
一
寝
室
+

3

二

議

」

白

尊

重

5
5
5重
る
一
月
十
九
日
、
午
ム
I
ぷ
苦
し
か
っ
た
こ
と
・
厳
重

F
E
E
-
言

?

を

拡

げ

王

ハ

一
二

自

主

記

事

、

事

自

宅

一

室

佳
二
時
か
ら
五
時
ま
で
困
惑
浬
ク
ヨ
プ
(
千
代
田
区
半
開
町
二
六
と
蔵
、
霊
園
と
型
途
上
国
マ
展
開
人
里
郡
露
国
士
-
人
富
突
出
す
こ
と
」
と
い

一
冊
人
問
題
棋
の
華
方
針
と
そ
露

日

一

な

芸

は

働

ず

な

い

の

か

、

な

重

一

字

通

易

鋤

に

お

け

る

套

費

義

一

粧

を

担

げ

ち

一

「
籍
辿
盟
の
支
」

室

、

モ

れ

ま

一

一

…

l

阿

)

で

聞

臨

さ

れ

た

・

白

器

的

な

立

場

に

よ

る

対

立

が

、

園

。

ぅ

日

本

担

東

京

豊

富

世

さ

と

一
簡
を
葉
づ
け
た
・

同

一
喜
重
量
つ
の
か
、
な
ぜ
落
一
止
す
る
譲
議
事
落
語
か
せ
一
己
白
雲
器
管
た
「
私
苦
白
一
で
の
同
人
盟
参
ル
]
ぷ
ほ
ほ
要
二

・

哲

也
盟
国
白
雪
白
中
古
車
両
化
マ
閑
人
自
主
主
H
各
国
か
ら
た
が
正
雲
珊
白
掴
聞
に
町

Z
Z
一

己

E

た

雪

に
対
応
し

て

聞
は

伸

一
し
た
義
軍
事
由
主
仕
事
を
や
め

7
、
曲
〈
人
々
自
宅
作
星
し
よ
男
商
用
語
を
つ
〈
室
長
一
し
号
、
前
闘
を
は
じ
砲
で
塁
。

一

当

日

は

、

雪

ル

ズ

李

畳

パ

る

、

z

さ

れ

た

事

あ

っ

た

と

号

フ

ァ

ン

ド

部

っ

て

い

る

が

、

見

日

本

田

詳

説

さ

れ

ご

白

一
で
は
昨
年
二

塁

「

普

賢

器

M
一
寄
れ
ば
な
是
い
の
か
e

・e・
-
」
の
と
一
と
い
う
書
で
価
さ
れ
た
も
の
だ
二
ニ
号
は
昨
年
九
巨
霊
訟
で
出
中
一
己
白
人
五

空

襲

産

」

「

襲

2
一

z

l
パ
ラ
ホ
ワ
イ
ト
民
自
「
一
九
八
テ
l
マ
!
岨
別
に
事
同
会

L
医

師

人
出
闘
で
昭
吉
宗
た
逸
上
回
へ
白
亜
勘

案

を
強
方
に
と
と
は
白
木
霊
堂
世
話
人
た

一
二

Z霊
協
輔
さ
を
革
、

EL

E
こ
長
聞
が
草
へ
の
高
ま
り

5
十

青

に

量

2
5
;言
ん

ま

田

喜

翌

日

一

世

」
「
吾
u
z
e
-
-
i

z

m

封

印

関

心

持

丘

町

民

川

町

一

時

計

M
U
E
E
B
E
E
B
B
-苛

i
t
i
i
-一
自

由

「

師

自

主

」

白

置

と

閉一一知一件誌が山口一日端技師時間一間一諮問
一明
日
一
一
日
一
行
1
2
1
2
詩
山
河
川
刊
誌
諸
国
・
・
酒
園
。
一
部
悶
持
川
町
一
…
一日
…
伝
説
当

「私
た
ち
の
男
志
望
書
吾
っ
く
一
宮
輩
、
さ
も
に
十

一
月
四
封

書

一

言
っ
か
け

tて
行

君

主

ち

一互
に
よ
っ
返
り
あ
げ
ら
れ
高
一
一
一
司

婦

人

問

題

で

は

前

進

』

.
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幽
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デ

ン

マ
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白

コ

ベ
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ハ

I

乙
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一

昼

、

臣

民

砧
し
、
よ
O

綿貫

主
雲
」
が
聞
か
れ
令
こ
れ
は
文
一
塁

S
E〈
室

長

星

空

白

金

」

や

「
き
ら
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わ
い
ふ
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自
H
骨
子
自
ヂ
事
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-
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(身長700、体重1.5九)
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一
九
六
O
年
N
K
に
叫
り
、
ハ
イ
一

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
宜
棋
の
デ
ザ
イ
ン
と
マ
一

1
ケ
ッ
テ
イ
ソ
グ
を
抽
め
る
。
一

一
九
六
三
年
N
K
M
M
プ
レ
タ
ポ
ル
一

テ
白
た
め
の
プ
テ
イ
ヅ
ク
を
聞
き
、
そ
一

白
バ
イ
ヤ
ー
と
な
る
。
ス
ヱ
1
デ
ン
初
一

白
フ
ァ
ッ
シ
ョ
シ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
一

し
て
白
仕
引
に
開
手
。

一

一
九
六
八
年

N
K
退
唖
.
デ
ザ
イ
一

ン

会

社

〔

W

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

)

世

立

。

一

卜

す

る

・

カ
Y
ュ
ア
ル
ク
ェ
ア
、
コ
I
ト
、
ド

レ

一

部

-

回

目

抽

選

日

が

拙

白

ス
な
ど
小
ク
ラ
ス
の
間
柄
で

d
o山
一

冊

旬

、

閉

+

問

自

批

佐

官

抽

湿

す
e

会
社
は
成
功
レ
だ
が
、
t
し
す
ぎ
一

日
が
丘
弓

ι自
の
醐
午
白
白

て
、
劇
作
に
当
て
る
時
間
が
少
い
巳
と

一

旬
と
い
う
の
も
そ
れ
争
レ
い

に

駈

ず

き

、

フ

リ

な

立

掛

で

、

メ

l

一

(

紀

碍

叫

項

)
Z
m耐
え
っ

カ
i
型
的
自
も
と
壱
削
造
的
デ
ザ
イ
ン
一
身
H
H
H
七
旬
、
昨
日
m
一
-
E
J
D
キ
「
お
i
T
時
四
ス
テ
キ
な
ア
イ
ド
ル
と
し
け
の
応
時
川
封
聞
に
キ
ュ
ー
ピ
ー
マ
ヨ

白
仕
市
に
瑚
立
す
る
と
と
を
訣
思
.
一
ュ
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ピ
l
ち
キ
ん
垂
プ

ιヲト
し
ま
て
、
ま
た
軍
駐
四
一
u
p
E
て
Jjm
a
が
a
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ズ
白
外
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一
位
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u
宇
レ
、
郵

現
在
は
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ス
ペ
イ
ン
白
イ
パ
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一
一
す
副
主
以
来
m
V
曲
師
で
あ
る
キ
ュ
!
っ
て
ド
さ
い
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と
い
う
P
R
。
キ
4
ン
間
熱
材
、
住
所

・
氏
名
・
年
齢
を
出
人

柱
、
ホ
ラ
ン
ダ
l
杜
(
主
ス
エ
I
デ
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立
て
て
詩
草
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ベ
1
ベ
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容
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社
7
ヨ
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し
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の
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先
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に
き
.

ン
世
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押
二
十
ヵ
困
、
六
十
四
問
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た
白
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ネ
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品
(
チ
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台
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骨
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仕
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ピ
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盛
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τ幸
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応
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号
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一
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、
車
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活
一
主
主
句
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一
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ち
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プ
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醐
中
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一
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と
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ち
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弓
J
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畳
い
岨
り
包
丁
塑
手
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時
計
二
万
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目
L
己
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ヵ
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弓
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司
め
、
約
ぷ
薬
、
切
白
川
同
・
虫
さ
さ
れ
の

生

…
活

…
メ
…
モ
…
一
等
な
ど
を
そ
ろ
え
て
。

.
・
:
ぃ
・
:
:
・
ト
ぃ
:
:
:
・
一
;
:
・
リ
一
肯
二
月
に
な
る
と
紫
外
線
の
川
が
地

肯
部
日
目
の
乾
煉
は
静
也
気
の
も
と
。

一え
る
の
で
、
ガ
ラ
ス
窓
を
み
が
い
て
聞

と
き
ど
き
お
制
御
を
わ
か
し
て
快
適
芯
紐
一
る
い
光
を
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
取
D
入
れ

度
に
。
島
市
れ
も
、
沼
の
し
お
れ
る
の

一
ま
し
ょ
う
。

も

防

げ

ま

す

。

一

世

ガ

ス

m
m
nH
の
安
全
点
検
。
ゴ
ム
管

肯
暖
房
器
具
や
コ
次
ツ
州
国
は
三
月

一
に
石
け
ん
水
を
塗
っ
て
、
し
ゃ
ぼ
ん
玉

半
ば
ま
で
使
う
の
で
、
汚
れ
を
と
り
、
一
が
芯
あ
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
ガ
ス
も
れ

中
間
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
ウ
。
一
し
て
い
ま
す
。

育
教
急
箱
の
務
組
と
常
備
薬
の
点
検

一

〈
さ
わ
や
か
奥
さ
ん
ホ
l
ム
ノ
l

鍛
痛
剤
、
か
ぜ
薬
、
門
脇
菜
、
下
痢
止
-
卜
〉
よ
り
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川

1ーー

J

ワ
シ
ン
ト
ン
セ
ッ
ト
は
F
B
Iの
協
力
で
何
百
オ
ラ
(
ケ
ピ
ン
・
オ
コ
ナ
l
)
の
四
つ
で
も
前
と
管
J

ば
え
の
し
な
い
良
夜
と
な
く
、
議
所
の
対
〈
に
か
く
に
、
新
し
い
仲
間
を
ニ
人
引
き
と
ん
ト
コ
l
ト
を
省
、
キ
ャ
ッ
プ
に
ハ
ロ
川

川

一

ミ

一

・

ペ

リ

l
・
プ
と
い
う
現
場
写
真
を
参
考
に
、
当
時
人
主
号
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
工
場
の
子
工
場
へ
の
コ
ソ
泥
だ
が
a

み
ん
な
れ
て
、
人
や
宮
警
護
め
、
円
だ
。
ス
ベ
ッ
キ
l
・
オ
キ
ー
フ
(
ヲ
ウ
ィ
ー
ン
の
マ
ス
ク
を
つ
け
て
す
川

1

ー

川

一

，

ド

一

ラ

ン
ク
が
、
た
そ
の
ま
系
再
現
さ
れ
、
実
際
の
犯
患
を
狙
う
一
仕
京
始
ま
っ
た
。
彼
ぢ
剣
に
お
話
し
て
い
る
と
、
自
の
け
ま
す
め
で
は
何
回
と
な
ォ
l
レ
ン

・オ
l
y
)
と
ジ
ョ

1
・

5ス
を

章
、
一
滴
の
血
も
流
さ

川

川

一

ク

ラ

一

っ
た
一
台
の
馬
人
の
一
人
で
あ
る
サ
ン
デ
ィ

-
Dチ

控
室
活
必
宙
開
の
す
べ
て
を
、
た
ド
ジ
の
ピ
一
丁
が
品
け
ゐ
な
H

と

ず

、
ア
ッ
と
い
う
間
に
犯
行
は
完
了

川

川

一

ン

ヨ

霊

使

っ

て

、

ャ

1
ド

ソ

ン

今
昔
の
ま
ん
柔
だ
で
い
た
だ
く

4つ
引
を
知
ら
な
い
う
ド
ア
を
聞
け
て
手
ボ
l
ル
が

E
B
R
EEd--t港湾

f
i
f
i
s
Lj

し
た
。
支
は
隠
れ
家
の
重
に
札

川

川

一
1j

竺

一
八
五
九
年
に

f

H

と
叫
ん
だ
く
ら
い
良
く
で
き
て
い
H

根
っ
か
ら
の
泥
棒
だ
が
、
大
き
誌
の
よ
う
に
流
れ
山
て
、
ピ

-
7
箇

・

・

開

ー

、

ァ

ず

い

ケ

吋

t

L

を
ば
ら
ま
い
て
狂
喜
す
る
の
だ
っ
川

川

一

川

日

一

始

め

た

金
融
普
い
る
そ
是
が
、
三
十
年
産
量
な
ヤ
言
張
っ
た
と
と
の
な
い
遣
は
そ
の
の
中
に
湿
っ
て
し
雪
。
ゃ
箇
・

園

通

:
i
Jタ
併
が
銭
郡
長
F

た。

川

川
戸
」
認
可
町
内
出
日
計
十
諮
問
町
民
絞
り
判
長
諮
問
ヰ

・
岡
山
村
吋
/
と
何
日
記
そ
れ
時
日
錯
誤

川

t
-・・
・
明
断
尽
が

た

一戸、一
&、

ι

語

、

ャ

3

H

一

川

一
九
三
八
年
に
は
全
米
最
大
の
規
模
ん
だ
か
ら
か
、
襲
喜
と
い
う
イ
に
、
み
ん
な
つ
か
ま
っ
て
し
ま
っ
腕
も
家
信
立
た
ず
、
事
脅
幽
周
辺
場
一
泰
也
へ

F
Vぺ
出

一

'

O
予
の
十
倍
が
か
け
ら
れ
、
あ
と
川

川

署

、

?
?
?
l
g
mかっ
た

。

そ

こ

は

大

衆

た

。

を

述

ぴ

出

し

、

ア

セ

Zン
ガ

ス

で

・

F

剛
‘
吟
i
一

一

、

¥

、

「

六
日
で
警
の
時
効
が
成
立
す
る
と
川

川

窟
の
番
人
」
と
呼
ぴ
ナ
ポ
レ
オ
ン
よ

5
3ミ豆、お
$0055おおおお宅
E

s

e

s
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E

園

可

洲

骨

一

、

パ
除

ぷ

ゃ
肉
、
の
い
う
日
に
つ
か
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

川

中
耕
一
一
一
閉
ア
ァ
と
い
う
問
に
日
億
円
回
開
藤
ぶ
?
?
弔
問
時
唯
一
…

一

川

川

町

立

与

ど

こ

か

曾

め

ぬ

悪

党

た

ち

・

開

閉

¥

¥

よ

守

拍

手

と

歓

声

喜

一

川
万
ド
ル
(
現
在
の
約

百

間

五

4
1
J
E
i
s
s
s

・
-
圃
啓一汐
PES-
宮
殿

¥
r
L
γ
一

二

ボ

ス

ト

ン

市

民

の

お

は

、

ど

こ

川

川

は

わ

哨

と

い

う

蓄

を

映

画

化

娯

楽
作
品
だ
、
あ

君

事

乙

与

驚

土

丁

は

第

一

一

次

十

は

が

を

し

い

て

み

た

ら

、

中

に

は

た

・

・

恩

人

以

J
島

久

J
と
な
く
、
あ
の
三
議
盗
事
件
当
時
川

川

4

y

u

u

片
品
開
誌
は
い
れ
日
u
r
M
M
U
K
十りはわい
M
U
U
U
山間引けば

圃

-
-
cyl・
宮
内qd
古
川
日
付
刊
誌
れ
い
川

国

主

/

物
語
は
一
基
一
八
年
。
ボ
ス
ト
ン
る
が
経
営
は
か
ん
ば
し
く
な
い
。
と
め
な
い
巡
中
な
の
だ
。
・
・
・
・
聞
か
れ

J
J
J4
・

関

駅

わ

け

に

は

ゆ

く

ま

い

。

が

、

彼

詰

川

「

JR-W
の

審

の

一

角

か

ら

始

ま

る

。

い

っ

長

官

は

ち

gpば
あ
れ
や
こ
れ
や
し
て
い

Z
E
-
-
4二
γ¥j
w繍持
つ

汚

い

本

質

5
2、
な

川

♂
曹
司

M
¥』
い

つ

も

2
2
3てら
ば
ら
。

3
2てい
る
と
ト
ニ
ー
は
す
ば

E
い
光
君
、
号

圃

・

・

期

』

六

九

ゆ

w

弘

NMぬん
と
な
く
お
か
し
く
て
、
間
抜
け
で

川

r
h
L
¥
、

い

る

ト

ニ
1
・
ピ
ノ
(
ピ
l
タ

!

と

ろ
に
、
車
を
脱
走
し
て
来
李
基
っ
た
。
大
き
な
ガ
レ
ー
ジ
に
ト
・
・
・
・
・

則

一¥ゲ

-iri--
溢

酒

寄

ふ

な
ん
と
な
く
哀
し
い
雪
山
い
っ
川

川
ケ
否
判
、

aれ
フ

ォ

ー

ク

)

と

そ

の

棄

で

ち

ょ

っ

ン

デ

イ

が

語

れ

ノ

ミ

屋

の

ジ

ャ

ズ

-

フ

ッ

ク

が

次

々

に

現

奪

還

さ

侵

出

し

た

ヲ

イ

リ

ア

ム

・フ
リ

川

『

•. 

‘

¥
h
m働
協
mwy

と
足
り
な
い
お
人
好
し
の
ピ
ニ
l
・
・
マ
フ
ィ
l

(ポ
l
ル
・
ソ
ル
ピ
ん
で
く
る
の
だ
。
そ
れ
は
プ
リ
ン
ク
〈
夜
中

(4) 
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ア
メ
リ
カ
の
阿
倍
も

料
理
の
工
夫
で
減
ら
せ
る

食
泡
は
化
学
名
を
題
化
ナ
ト
3
ワ
ム
-
に
停
滞
さ
せ
る
作
用
が
あ
D
、
こ
れ
が

と
呼
ぶ
よ
う
に
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
ク
ロ
一
腎
臓
、
心
臓
に
大
き
な
負
担
を
か
け
る

1
ル
(
塩
爽
)
か
ら
な
る
化
合
物
で
、
一
と
い
う
乙
と
、
ま
た
細
動
脈
の
壁
に
ナ

高
血
圧
で
問
屈
に
さ
れ
る
の
は
ナ
ト
リ
一
ト
リ
ウ
ム
が
蓄
積
さ
れ
る
と
、
血
液
が

ワ
ム
の
乙
と
で
す
。
一
流
れ
に
く
く
な
っ
て
血
圧
が
よ
舛
す
る

ζ
の
ナ
ト
リ
ク
ム
は
、
水
分
を
依
内

一
と
い
う
と
と
で
す
。

だ
か
ら
、
未
開
発
地
域
の
原
住
民
や

エ
ス
キ
モ
ー
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
食
鹿

を
と
ら
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
高
血
圧
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
ア
メ
リ
カ
人
の
一
日

の
績
の
俺
淑
鈴
は
だ
い
た
い
占
ハ
ザ
に
比

べ
て
、
十
五
t
三
十
日
，
も
取
る
日
本
人

は
、
脳
卒
中
や
高
血
の
世
界
大
国
と
な

っ
て
い
ま
す
。

乙
の
塩
論
争
の
発
抑
制
が
何
で
あ
っ
た

か
、
ま
た
一
日
の
安
全
摂
取
罰
は
何
グ

ラ
ム
で
あ
る
か
は
、
現
在
で
も
倒
ら
か

に
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
先
の
W
H
O

(
世
界
保
他
機
側
)
の
総
会
で
は
、
高

血
ぽ
予
防
の
た
め
に
は
、
一
日
の
出
町
取

置
は
五
旬
以
下
に
。
公
衆
衛
生
日
子
の
権

威
で
あ
る
屯
総
教
授
は
十
ザ
が
よ
か
ろ

う
と
い
う
m
m
帯
出
し
て
い
ま
す
(
日
味

循
環
総
管
制
器
研
究
協
議
会
の
見
解
も
十

旬
以
下
の
線
を
出
し
て
い
る
〉
。

で
は
域
が
省
に
な
る
な
ら
、
甘
い
も

の
を
食
べ
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
と
ザ
フ

単
純
発
想
で
菓
子
や
甘
味
飲
料
水
ば
か

り
と
る
と
、
こ
れ
ま
た
別
に
よ
る
得
が

出
て
釆
ま
す

lm筒を
過
剰
に
と
h

出過

ぎ
た
場
合
、
肝
臓
の
中
で
中
性
脂
肪
に

な
り
、
こ
れ
が
血
行
笠
に
沈
心
し
て
動

脈
硬
化
を
似
進
し
た
の
、
心
臓
や
肝
臓

に
た
ま
っ
て
心
臓
肥
大
、
脂
肪
肝
を
起

女帝 f、来斤陪胃

日本ではどうしても担分が…会場では無心にメモをとる人たち

国舌~(第三重量郵便物認可)鱒 554号

な
ど
、
さ
ま
ざ
卓
造
効
能
を
も
っ
て
い
一
の
日
本
人
の
食
生
活
に
滋
か
ら
い
も
の
一
ょ
う
油
な
ど
の
塩
味
を
多
く
使
う
こ
と
一
に
し
て
も
、
全
部
の
料
理
に
平
均
し
て
一
肢
が
示
し
て
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
数
一
赤
系
統
の
も
の
が
へ
り
、
落
ち
着
い
た

る
こ
の
よ
よ
働
き
が
あ
る
た

一
が
争
つ
と
い
う
ζ
と
と
、

量

産

つ

一
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
を
。
一
博
警
つ
け
ず
、
ど
れ
か
一
点
に
重
点
一
値
か
ら
、
一
単
位

(
0
・

E
，
の
食
塩

一
渋
い
黒
星
っ
。
安
定
わ
な
い

め
、
寝
は
脅
か
お
ば
れ
、
神
殿
へ
の
一
け
に
し
て
も
H

か
く
し
味
M

と
い
っ
て
一
芝
、
料
亭
の
裂
は
震
で
も
お
百
に
つ
け
る
と
い
っ
た
工
委
す
れ
五
含
む
食
品
露
五
割
り
出
す
こ
と
一
長
霊
意
義
っ
た
の
も
特
長
の

お
供
物
に
は
必
ず
嵐
が
ふ
く
ま
れ
、
葬

一
甘
味
、
か
ら
味
、
酸
味
、
極
味
を
強
調
一
い
し
い
が
、
家
庭
斜
混
は
塩
を
ひ
か
え
一
ば
、
担
分
を
取
っ
た
と
い
う
糊
足
感
が
一
が
で
き
ま
す
。
一
一
つ
ロ

式
の
野
泌
の
お
く
り
か
ら
帰
る
と
家
へ
一
す
る
た
め
に
食
均
い
が
使
わ
れ
る
斜
理
方
一
る
と
水
っ
ぽ
く
て
食
べ
ら
れ
な
い
。

乙
一
得
ら
れ
ま
す
。

一

①
食
糧
百
四
，
中
に
含
ま
れ
る
ナ
ト
リ

一

頭
の
部
分
も
欄
の
オ
ガ
ク
ズ
を
の
D

入
る
前
に
悠
で
き
よ
め
る
慣
わ
し
で
あ
一
が
食
糧
摂
取
を
多
く
し
て
い
る
以
凶
に

一
れ
は
ダ
シ
を
取
る
時
の
カ
ツ
オ
節
や
昆

一

講
演
の
あ
と
、
加
工
食
品
に
含
ま
れ

一
ワ
ム
値

(
単
位
は
ミ
リ
グ
-
フ
ム
)
か
ら

一
で
固
め
た
縦
り
顕
も
多
〈
な
り
、
本
物

っ

た

」

と

。

一

も

な

っ

て

い

る

の

で

す

。

一
布
の
阪
が
迎
う
か
ら
で
す
。
経
済
を
考

一る
混
分
、
特
務
レ
ょ
う
削
と
普
通
の
し
一
求
め
る
場
合
は
、

一

志
向
が
強
く
な
っ
た
と
メ
ー
カ
ー
側
。

草
生
れ
ほ
ど
在
大
切
で
刊
誌
一
酒
の
肴
に
は
短
か
ら
い
も
の
を
と
い

一
え
な
が
ら
作
ら
ね
ば
な
患
い
護
竺
ょ
う
泊
の
迎
い
、
ス
ナ
ッ
ク
季
語

一
-
∞
白

40+3
5
D一
新
宿
・
伊
常
の
特
薬
品
を
の

な
も
の
だ
っ
た
の
だ
が
、
汲
近
は
、
旦
わ
れ
る
が
、
取
が
酒
を
お
い
レ
〈
飲
ま
一
理
で
は
、
開
躍
の
料
純
一
が
で
き
に
く
い
一
ま
れ
る
取
分
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
が
一
同
(
苦
情

)
H
一
恨
同
(
三
一
ぞ
い
て
み
る
と
、
木
円
詮
十
分
、
皆
通

本
人
の
概
の
過
剰
採
取
に
よ
る
狩
省
一
せ
る
と
は
か
ぎ
ら
ず
、
逆
に
本
格
的
な
一
が
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
コ
シ
ョ
ヮ
、
ワ
サ

一
治
猪
に
行
わ
れ
た
。

一

②
食
品
中
の
食
糧
判
断
皮
(
%
)
か
ら

一
の
衣
装
お
が
半
分
と
い
う
飾
り
つ
け
。

(
高
血
圧
)
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
一
日
本
斜
珂
の
肴
は
味
が
紛
く
、
御
飯
に
一
ピ
な
ど
の
ス
パ
イ
ス
や
三
つ
葉
、
ゆ
ず
一
自
分
の
食
引
の
滋
分
慌
を
此
炉
レ
て
一
求
め
る
場
合
は
、

一

木
け
込
期
王
飾
り
、
木
内
込
立
雛
飾

つ

だ

。

一

な

る

と

甘

が

ら

い

こ

っ

て

り

し

た

味

に

一

や

レ

モ

ン

、
〈
る
み
、
と
ま
な
ど
の
斉
一
み
ま
せ
ん
か
。

一

由

。
ト
粉
飾
務
河
(
ぶ

)
H
一灼
壬
志
に
臨
段
は
十
万
円
角
か
ら
四
十

そ
こ
で
、
狭
湾
テ
キ
ス
ト
キ
ッ
チ
ン
一
室
、
乙
の
駐
の
拡
が
〈
せ
も
の
一
り
あ
る
も
の
を
上
手
に
使
う
と
壊
で
一
た
い
が
い
の
食
品
に
は
成
分
表
つ
一
一
恨
尽
(
三
一
万
円
台
と
さ
ま
言
。
一
方
、
衣
警

・
コ
ア
で
は
フ
l
ド
・
ド
ク
タ
ー

・
山
一
で
、
砂
納
を
き
使
え
ば
使
う
ほ

E
一
も
お
℃
く
た
べ
ら
れ
る
し
、
味
つ
け
一
い
て
い
て
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
値
主
義
一
と
な
り
ま
す
。
七
段
飾
り
の
方
も
、
高
の
衣
装
に
、

焔
刷
子
氏
を
抱
い
て
「
あ
な
た
は
悦
分
一

0
・4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0白
9
O・S
・A
・
4
0
4
0・4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0・4
0
8
0

一
道
具
も
木
製
の
漆
塗
D
で
揃
え
た
五
十

を
と
D
過

ぎ

て

い

ま

せ

ん

か

」

と

逝

し

一

ジ

ズ

ン

と

人

形

の

世

界

に

引

き

こ

ま

れ

一

万

円

の

も

の

か

ら

五

1
六
万
台
ま
で
悩

凡三一三
--zz-ZEz---Ez---Ez--
一zzz=-z-
一

一

時

一

一

た
セ
ミ
ナ
ー
を
一
月
二
十
三
日

午

後

一

川

州

一

て

い

く

自

分

を

ど

う

す

る

こ

シ

志

で

き

一

広

く

あ

る

が

「

十

万

凶

作

が

、

現

在

の

時
三
十
分
か
ら
第
二
丸
一
ニ
ピ
ル
(
東
京

川

川

町

一

な

く
て
、
大
声
で
泣
き
だ
し
た
三
肢
の

一
と
こ
ろ
一
番
売
れ
て
い
ま
す
」
〈
担
当

警
官
で
聞
い
た
。

州
ノ
¥
.
一

Ji--…
る

也

容

。
泣
く
で
「
そ
ん
な
に
と
わ
い
な
ら

一
者
)

w

'

一
係
同
一

-
M
一見
な
げ
れ
ば
い
い
の
に
:
」と
母
の
声
。

一

賦
人
時
の
注
意
を
助
引回
し
て
も
ら
う

酬

!

レ

一

手

一

芝

川

一

女
の
子
に
は
、
こ
う
い
っ
た
H

お
ひ

一
と
「
自
分
の
き
広
さ
に
合
っ
た
聖

川

「

v

一
戸
一
沼
草
川
一
な
さ
ま
H

に
ま
つ
わ
る
想
い
出
が
一
つ
一
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
段
飾
り
を
w
H

l

j

:

(

J

-

J
v
g
u
R
一
じ
一

λ
引
巴
や
二
つ
は
あ
る
は
ず
。
そ
う
い
っ
た
竺
つ
で
も
家
が
狭
く
っ
て
飾
れ
な
い
と
い

M
3足
元

主

の

者

11の売
り
ま
一
う
と
と
を
よ
く
聞
き
ま
ず
か
ら
・
狭
い

J

V

4

-

一
』
一
三
』
川
一

合
戦
が
か
ら
ん
で
、
今
年
も
雛
人
形
の

一
家
で
す
と
ケ
l
ス
も
の
か
、
先
に
内
裏

'
t
一
‘
，
一

a
R
一
出
足
は
好
調
の
よ
♀
~
。
今
年
初
節
句

一
雛
だ
け
を
揃
え
て
、
毎
年
ロ
い
た
し
て

山

一
ヒ

ふ

刈

一

を

迎

え

る

女

の

子
は
約
八
十
五
万
人
。

一
ゆ
く
と
い
う

喜
も
良
い
と
思
い
ま

州

J
ん

…
ゐ

…

可

州

一

お

ひ

な

さ

ま

は

、

内

議

会

一
人
)
一
す
」
と
。

一

や

一
も
…
カ
州
一
を
中
心
に
、

官
女
(
一
ニ
人
)
、
五
人
様

一
だ
い
た
い
誤
決
ま
っ
た
ら
、
豪

州

C
州

一
'
一

l
h、
州
一

子
(
五
人
)
、
随
身
(
二
人
)
、
衛
士
一
度
く
数
軒
は
見
て
歩
く
こ
と
が
大
切
。

州

宮

・

一

L
γ
ノ

州

一

(
三
人
)
を
十
五
人
捕
と
称
し
て
飾
り

一
顔
の
表
情
の
好
み
、
作
り
が
て
い
ね

:

(

一

と

一

月

州

一

そ

れ

に

置

、

語

、

ほ

ん

す

、

ぉ

一

い

な

も

の

(
衿
や
紬
口
か
ら
プ
ラ
ス
チ

ケ

ヘ

ノ

一
こ

一

5
止

妻
、
愛
台
、
謀

、
露
な
ど
を
飾
一
ッ
ク
や
す
金
、

委

長

出
て
い
る

州

b
e
z
F，
一

一

口
九
U

川
一
白
添
え
る
の
が
標
熔
飾
h
u
e

一
も
の
は
粗
雑
)
、
衣
裳
の
布
地
は
つ
ま

州

州

一

部
屋
が
峡
い
場
合
に
は
、
男
女
一
対

一
っ
て
い
る
も
の
な
ど
が
い
い
。
木
目
込

ず=三
Z
E

こ
す
上
に
、
肥
糊
す
る
l

組
は
、
日
本
で
は
同
州
味
料
と
さ
れ
て

い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
添
加
物
。
一

九
五
八
年
に
添
加
物
の
総
点
検
が
行
わ

れ
、
域
は
何
用
な
も
の
で
は
な
い
と
い

う
結
栄
が
で
た
。
し
か
し
、
乙
う
い
っ

た
時
の
実
験
を
そ
の
ま
ま
受
け
と
め
る

の
に
は
少
々
危
険
で
は
な
か
ろ
-う
か。

な
ぜ
な
ら
実
験
の
時
に
は

一
挙
に
二
十

う
五
十
日
夕
も
の
ね
を
動
物
に
与
え
た
り

す
る
か
ら
・
・
・
物
mv
に
は
限
度
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

先
に
上
げ
た
よ
う
に
撫
叫
倍
以
川
を
五

5
十
句
と
す
る
な
ら
、
日
本
人
の
食
生

活
を
み
る
と
や
は
り
過
多
。
特
に
東
北

地
方
に
そ
の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
最

近
、
東
北
の
保
育
問
兇
の
は
日
食
を
調
査

し
た
ら
、
ど
の
平
供
の
ベ
ん
と
う
に
も

滋
毘
犯
と
山
刷
物
が
入
っ
て
い
て
、
理
出

は
出
か
ら
い
も
の
じ
ゃ
な
い
と
オ
カ
ズ

に
な
ら
な
い
と
い
う
乙
と
だ
そ
う
で
す

恕
さ
な
ど
の
環
境
、
期
内
慣
に
よ
ゐ
も
の

で
味
付
ん
は
幼
児
期
に
作
ら
れ
る
と
い
う

か
ら
沌
な
し
た
い
も
の
で
す
。
米
食
州
担

痛
み
も
や
わ
ら
で
。
(
片
浦
婦
人
4
5

舗
榊
膿
漏

生
襲
を
か
み
つ
づ
け
る
。
(
田
島
婦
人
会
〉

植
物
的
活
用

(雪

の

下

)

疫
劇
、
弱
気
ゼ
の
た
D
d
小
児
の
力
ン
の

虫
生
の
茎
柴
の
絞
り
汁
に
塩
を
加
え
て

飲
む
。

小
U
ん
の
ひ
き
つ
け

絞
り
討
を
け
申
に
た
ら
し
て
や
る
。

必
臓
病
策
ザ
五
日
予
煎
じ
て
飲
む
。

う
る
し
か
ぷ
れ

繋
の
絞
D
判
刊
を
塗
布

保町田
、
腫
れ
も
の

繋
を
も
ん
で
瓜
部
に
は
る
。

衣
類
の
知
識

(
く
ち
な
し
)

鼻
血
、
略
血
、
痔
、
同
憾
の
出
血
、
子

一

(
防
虫
剤
の
に
お
い
消
し
)

一時
間
的
に
余
裕
の
あ
る
場
合
:
ピ
ニ
l

宮
出
血

一

実一ニ
1
五
日
，
を
似
又
は
酒
で
の
む
。

一
ル
誇
札
入
れ
冷
蔵
四
周
の
脱
門
諮
問
を
入

一
れ
口
を
閉
じ
て
お
く
。
一
腕
く
ら
い
で

め
ま
い

一」
央
い
が
消
え
る
。

突
の
m
州
統
ニ
ヲ
を
紛
又
は
活
で
飲
む

一

川
内
炎
、
歯
肉
炎
、
扇
桃
要
一

一急
ぐ
と
き
i
蒸
し
タ
オ
ル
を
当
て
ア
イ

突
五
3
十
四
，
の
原
般
を
の
む
。

一ロ
ン
る
か
け
、
ハ
ン
ガ
ー
に
か
け
扇
風

一機
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
で
風
を
あ
て
る
。

乳
腺
炎

一

突
の
麗
き
を
と
ま
納
で
練
っ
て
、

一
さ

E雪
官

、
乙
の
中
に
入
れ

又
は
生
の
突
を
絞
っ
て
練
っ
て
つ
け
一
て
お
く
と
臭
い
は
つ
か
な
い
。

る。

‘

一
※
同
じ
衣
類
箱
に
二
種
類
以
上
入
れ
る

一
と
化
学
反
応
を
起
乙
し
、
し
み
を
作
る

打

身

一

一
の
で
注
感
。

突
を
す
り
つ
ぶ
し
、
卵
白
と
酢
を
混

-

ぜ
、
後
に
小
麦
粉
を
入
れ
て
ぬ
る
。

恩
部
に
は
D
つ
け
る
と
熱
が
と
れ
、

(
宮
水
婦
人
会
)

小
図
版
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
編

置

カヌには裁fI~空気ゑ法・によりρこ:鍛えEで安

. 

ガ
ス
の
あ
る
ゆ
た
か
な
暮
ら
し

お
宅
の
ガ
ス
器
具
は
元
気
に
活
躍
し
て

い
ま
す
か
。
新
鮮
な
空
気
を
と
り
入
れ

て
、
快
適
に
お
使
い
に
な
っ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
ね
。
新
鮮
な
空
気
は
、
い

わ
ば
ガ
ス
の
栄
養
源
。
い
つ
も
絶
や
さ

な
い
よ
う
に
十
分
気
を
使
っ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
勺
窓
を
閉
め
き
っ
て
し
ま
い

が
ち
な
き
ょ
う
こ
の
頃
、
換
気
に
注
意

し
て
暖
か
く
快
適
な
冬
を
ど
う
と

は・
ヵ:サ、
な型
ら湯
ず沸
換器
気を
扇お
i イ史
胆iい

まな
しる
よと
フ。き

も
し
換
気
扇
が
な
い
場
合
に
は
、

ら
ず
窓
を
あ
け
て
お
使
い
く
だ
さ
い
川

で
の
場
合
、
連
続
日
分
以
上
の
ご
使
用

は
お
さ
け
く
だ
さ
い
~
)

か
な

-
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
(
詐
.
脚
立
を
お
使
い
に

な
る
と
き
も
、
換
気
を
お
忘
れ
な
く
。

万
一
、
異
臭
が
す
る
、
自
に
し
み
る
、
燃
え

方
が
お
か
し
い
ヘ
と
い
う
と
き
は
、
い
つ
で

も
す
ぐ
お
近
く
の
東
京
ガ
ス
へ
ご
連
絡

く
だ

8
い。

浦和営業所含0488(62)01ll

横浜支社含045(251)2141

港北営業所含045(412)4911

川崎営業所ml44(122)1ll1

.沢営業所含0466(26)0111

千葉支社告0412(42)6121

群馬支社ml213(22)2523

熊谷支社ml485(22)511l
宇都宮支社倉0286(21)1201

目立支社告0294(22)4131

甲府支社ml552(53)I341

長野支社告0262(26)8161

( 賦即……ガ似ffA"C1ス対矧一で引i

サ一ビ穴決ス主任カがf皆様のご相談奇をr 
承っております二何なりと

お気軽にご用命〈だ也、

|寮京女同叉|

i奈川営業所o (6~4) 11l 1 
浅草営業所o (842)01ll 
大国営業所o (134)01ll 
m原営業所信 (184)11l1 
渋谷営業所o (463)1121 
新宿営業所信 (342)01ll 

t世田谷営業所o (426)1l1l 
杉並営業所o (396)11l1 
立川営業所合0425(24) 2111 

池袋営業所C (984)0111 

練馬営業所o (934)1181 
葛飾営業所o (603)0361 


